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実行委員長の保田　茂さん 基調講演を行う中貝市長

田んぼに入って生きもの調査を行う参加者 現地研修会で講師の説明に耳を傾ける参加者

　７月２日から４日までの３日間、市民会館をメイン会場として、兵庫県や市、JAたじま、環
境創造型農業に取り組む民間団体などで組織する実行委員会（実行委員長：兵庫農漁村社会研究
所代表　保田　茂さん）主催の｢第１回生物の多様性を育む農業国際会議（ＩＣＥＢＡ２０１０）｣
が開催されました。
　この会議は、平成12年から始まり11回目となる「日韓中環境創造型稲作技術会議｣と、平成18
年から開催され５回目となる「日韓田んぼの生きもの調査交流会｣を統合し、開催されたもので
す。日本・韓国・中国の３カ国が中心となって、東アジアの風土における環境創造型農業の普及・
拡大を目指すとともに、生物の多様性を重視し、自然循環機能を再生する農業技術や地域の取
組みについての方向性を見出すことを目的としています。また、10月30日から本市で開催する
「第４回コウノトリ未来・国際かいぎ｣における分科会（農業分野）にも位置付けられています。

《問合せ》農林水産課☎23-1127

International Conference for Enhancing the Biodiversity in Agriculture

第１回
生物の多様性を育む農業国際会議

（Ｉ
ア イ セ バ

ＣＥＢＡ２０１０）を豊岡で開催！！
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会
議
に
は
、
日
韓
中
の
農
家
や

研
究
者
、
消
費
者
な
ど
約
4
0
0

人
が
参
加
し
、「
環
境
創
造
型
農
業

が
環
境
の
再
生
に
果
た
す
役
割
や

技
術
的
展
望
」「
環
境
創
造
型
農
業

の
普
及
に
関
す
る
関
係
機
関
の
責

務
」「
地
域
再
生
の
課
題
」な
ど
に

関
す
る
提
案
を
も
と
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
2
日
は
、
現
地
研
修
と

し
て
、
市
内
の
有
機
稲
作
ほ
場
視

察
と
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
場
視
察
で
は
、
同
会
議
実
行

委
員
で
N
P
O
法
人
民
間
稲
作
研

究
所（
栃
木
県
）理
事
長
の
稲
葉
光み

つ

國く
に

さ
ん
が
、
有
機
農
業
技
術
の
ポ

イ
ン
ト
や
ほ
場
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
、
ま
た
、
生
き
も
の
調
査
で

は
、
同
会
議
実
行
委
員
で
N
P
O

法
人
田
ん
ぼ（
宮
城
県
）理
事
長
の

岩
渕
成し

げ

紀き

さ
ん
が
、
生
き
も
の
調

査
の
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
網
な
ど
を
手
に
田

ん
ぼ
や
水
路
に
入
っ
て
調
査
を
行

い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を
目

生
物
の
多
様
性
を
育
む

農
業
を
目
指
し
て

２
日　

ほ
場
視
察
・
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査

　

3
日
は
、
会
場
を
市
民
会
館
と

じ
ば
さ
ん
但
馬
に
移
し
、
各
国
か

ら
の
実
践
報
告
や
テ
ー
マ
ご
と
に

課
題
を
議
論
す
る
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
中
貝
市
長
は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
代
表
さ
れ
る

豊
岡
型
環
境
創
造
型
農
業
の
取
組

み
を
紹
介
し
、「
多
様
な
生
き
も
の

を
育
む
農
地
の
役
割
を
認
識
し
、

消
費
者
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、有
機
農
業
を
推
進
す
る
韓

国
有
機
農
業
学
会
会
長
の
金キ

ム
ジ
ョ
ン
ス
ク

種
淑

さ
ん
か
ら
は
、「
有
機
農
業
を
拡
大

す
る
に
は
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
な
ど
を
通
し
て
自
然
循
環
の

仕
組
み
を
知
り
、
農
家
だ
け
で
は

な
く
、
消
費
者
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
有
機
農
業
と
生

物
多
様
性
に
関
す
る
技
術
問
題
」

「
生
物
多
様
性
農
業
と
生
き
も
の

調
査
」「
生
物
多
様
性
農
業
を
支
え

る
む
ら・ひ
と・仕
事
の
再
生
」の
3

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、各
国
の
農
家

や
研
究
者
に
よ
る
提
案
を
も
と
に

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
か

ら
は
成
田
市
雄
さ
ん（
森
津
）、根
岸

謙
次
さ
ん（
木
内
）、た
じ
ま
農
業
協

同
組
合
米
穀
課
の
堀
田
和
則
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い

て
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
各
分
科
会
か
ら
の

報
告
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
共
同
宣

言
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
共
同
宣
言
〉

•
各
国
の
風
土
に
即
し
た
環
境
創

造
型
稲
作
の
技
術
確
立
と
そ
の

普
及
、
実
践
に
努
力
す
る
こ
と

•
地
域
生
態
系
の
保
全
に
努
め
、生

物
多
様
性
国
家
戦
略
の
有
力
な
担

い
手
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

•
自
然
の
循
環
機
能
を
生
か
し
た

生
物
多
様
性
農
業
に
転
換
す
る

こ
と　

な
ど

　

ま
た
、
10
月
に
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議（
Ｃコ

Ｏッ

Ｐプ

10
）へ
の

提
言
を
ま
と
め
、
3
日
間
の
日
程

を
終
え
ま
し
た
。

〈
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
へ
の
提
言
〉

•
生
物
多
様
性
の
喪
失
は
化
学
合

成
農
薬
の
使
用
か
ら
始
ま
っ
た

•
農
業
が
経
済
的
評
価
以
上
に
生

物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る

•
自
然
を
破
壊
し
な
が
ら
自
国
の

食
料
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い

る
潮
流
の
先
に
は
人
類
の
未
来

は
な
く
、
各
締
約
国
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
自
然
資
源
と
そ
の
循

環
機
能
を
生
か
し
た
持
続
可
能

な
農
業
の
推
進
に
向
け
て
努
力

す
る
必
要
が
あ
る　

な
ど

　

次
回
、第
2
回
同
国
際
会
議
は
、

来
年
秋
、
ア
ジ
ア
で
初
開
催
と
な

る
第
17
回
世
界
有
機
農
業
大
会
の

一
環
と
し
て
、
韓
国
京ケ

イ

畿キ

道ド
ウ

楊ヤ
ン

平ピ
ョ
ン

郡グ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

韓国の農業について報告する金種淑さん

分科会で実践報告を行う各国代表者

共同宣言文を朗読する各国代表者

総合討論で意見を交わすパネリスト

３
日　

基
調
講
演
・

各
国
報
告
・
分
科
会

指
す
豊
岡
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

４
日　

分
科
会
報
告
・
共
同
宣
言
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　市では、７月７日、東京・秋葉原（千代田区）で、首都圏情報発信イベント｢豊岡エキ
シビション2010｣を開催しました。
　これは、本市のコウノトリをシンボルとした環境都市の実現に向けた先駆的な取組
みや、固有の自然、歴史、伝統、文化に根ざしたまちづくりを紹介するもので、当日は、
マスコミ関係者など199人の来場がありました。
　２回目となる今年は、コウノトリの雄大さや城崎温泉の日本情緒などの魅力を肌で
感じていただくため、実際に豊岡にお越しいただく取材旅行（エクスカーション）を９
月に予定し、来場者に参加を呼び掛けました。

《問合せ》秘書広報課情報戦略係☎23-1111

▲取材プログラム紹介コーナーでの
説明

▲にぎわう出会いと再会の交流会場 ▲熱心に耳を傾ける来場者

中貝市長のプレゼンテーション

～豊岡への誘
いざな

い～
東京・秋葉原で開催

七夕に素敵な豊岡との出会いを…

豊岡エキシビション２０１０
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特
別
対
談

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
生
物
多
様
性
」

豊
岡
へ
の
誘
い取

材
旅
行
の
紹
介

首
都
圏
女
性
ブ
ロ
ガ
ー
か
ら

 

見
た
豊
岡

出
会
い
と
再
会
の
交
流
会

来
場
者
の
声

豊岡エキシビションでは、こんなことをしました

広報とよおか　2010.7.255
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現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、平
成
23
年
7
月
24
日
ま

で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送（
地
デ
ジ
）に
完
全
移
行

し
ま
す
。

　

現
在
、城
崎
中
継
局（
来く

る

日ひ

岳
）・
香
住
中
継
局（
香
美
町
：
三み

川か
わ

山や
ま

）・
兵
庫
日
高
中
継
局（
城

山
）、小
規
模
中
継
局（
ミ
ニ
サ
テ

局
）で
あ
る
豊
岡
戸と

牧べ
ら

局
・
豊
岡

栄さ
か
え

局
の
テ
レ
ビ
放
送
の
電
波
を

受
信
し
て
い
る
世
帯
は
、﹁
地
デ

ジ
﹂を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。そ
の

他
の
ミ
ニ
サ
テ
局
は
、出
石
町ま

ち

分ぶ
ん

（
N
H
K
の
み
）・
豊
岡
江
野
・
竹

野
・
豊
岡
高
屋
・
豊
岡
西
戸
牧
が
、

年
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
内
の
地
形
難
視
に
よ

る
テ
レ
ビ
共
聴
施

設
で
は
、約

割

の
施
設
で
デ
ジ
タ

ル
対
応
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

市
内
各
地
域
で
は
、
月
に
、総

務
省
兵
庫
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
）に
よ

る
説
明
・
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、説
明
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
や﹁
地
デ
ジ
﹂の
使
い
方

が
よ
く
分
か
ら
な
い
方
は
、デ
ジ

サ
ポ
兵
庫
に
よ
る
戸

別
訪
問
説
明
会
を
利

用
く
だ
さ
い（
申
請

が
必
要
で
す
）。

　

地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
宅

に
訪
問
し
、地
デ
ジ
の
説
明
や
テ

レ
ビ
・
ア
ン
テ
ナ
の
受
信
状
態
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す（
時
間
は

分
程
度
）。

　

申
込
書
は
、情
報
推
進
課
、各
総

合
支
所
、各
地
区
公
民
館
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
離
れ
て
暮
ら
す

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
は
、家

族
に
よ
る
代
理
申
込
み
も
可
）。

▽
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
説
明
会
事
務
局

　

☎
0
7
8

－
3
3
0

－

0
1
0
1

　
（
平
日
午
前

時
～
午
後

時
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
午
前

時

～
午
後

時
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　　

兵
庫
県
電
機
商
業
組
合
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
の
機

器
の
購
入
・
接
続
や
操
作
で
お
困

り
の
方
の
た
め
に
、加
盟
の﹁
街
の

電
器
屋
さ
ん
﹂に
よ
る
、有
料
出
張

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す（﹁
デ

ジ
タ
ル
1
1
0
番
﹂）。

　
﹁
地
デ
ジ
を
受
信
で
き
る
か
﹂

﹁
テ
レ
ビ
を
他
店
で
買
っ
た
が
、デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
見
え
る
よ
う

に
し
て
も
ら
え
る
か
﹂﹁
D
V
D
機

器
を
購
入
し
た
が
、テ
レ
ビ
と
接

続
し
て
も
ら
え
る
か
﹂﹁
家
に
テ
レ

ビ
が

台
あ
る
が
、全
て
を
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信

可
能
に
し
て
も

ら
え
る
か
﹂な

ど
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

▽
家
電
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー

　
﹁
デ
ジ
タ
ル
1
1
0
番
﹂

　

☎
0
5
7
0

－

0
1

－

0
1
8
6

　
（
携
帯
電
話
・
Iア

イ
ピ
ーP

電
話
か
ら
は

　

☎
0
7
8

－

8
2
1

－

4
9
5
3
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　　
﹁
地
デ
ジ
﹂に
関
す
る
誤
っ
た
情

報
や
不
十
分
な
情
報
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、言
葉
巧
み
に
、関
連

商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
悪

質
商
法
が
発
生
し

て
い
ま
す
。テ
レ

ビ
調
査
員
、ア
ン

テ
ナ
工
事
業
者
、国
や
放
送
事
業

者
な
ど
と
名
乗
り
、不
正
な
請
求

を
行
っ
た
り
す
る
例
も
起
き
て
い

ま
す
。

◆
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
⋮

・
運
転
免
許
証
な
ど
、身
分
を
確

認
で
き
る
も
の
で
、訪
問
者
の

氏
名
・
住
所
・
免
許
番
号
な
ど

を
聞
き
、メ
モ
す
る（
偽
造
名
刺

に
は
要
注
意
!
）

・
頼
ん
で
い
な
い
要
件
や
知
ら
な

い
要
件
、一
方
的
な
要
件
を
提

示
さ
れ
た
ら
、は
っ
き
り
断
る

・
ど
ん
な
要
求
を
さ
れ
て
も
、自
分

の
判
断
で
お
金
は
払
わ
な
い

・
絶
対
に
部
屋
に
上
が
ら
せ
な
い

・﹁
不
審
者
だ
﹂と
感
じ
た
ら
、迷

わ
ず
1
1
0
番

※
ま
ず
は
、家
族
や
近
所
、最
寄
り

の
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
!

 

︽
問
合
せ
︾情
報
推
進
課

　

☎

－

5
4
9
1

 

︽
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

問
合
せ
︾総
務
省
近
畿
総
合
通

信
局
放
送
課

　

☎
0
6

－

6
9
4
2

－

0
8
2
0

　
（
平
日
午
前

時

分
～
午
後

時

分
、午
後

時
～

時

分
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

﹁
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送︵
地
デ

ジ
︶﹂対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

地
デ
ジ
を
受
信
す
る
に
は
？

　

地
デ
ジ
戸
別
訪
問
説
明
会

︵
無
料
︶を
利
用
く
だ
さ
い

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
設
置
・

接
続
な
ど
で
お
困
り
の
方

﹁
デ
ジ
タ
ル
1
1
0
番
﹂へ

悪
質
商
法
に注

意
し
ま
し
ょ
う
!

テ
レ
ビ
放
送
が
あ
と
1
年
で

﹁
ア
ナ
ロ
グ
﹂か
ら﹁
デ
ジ
タ
ル
﹂へ
変
わ
り
ま
す
!
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ランデブーポイントの様子

　

救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽

減
の
た
め
に
は
、事
故
や
災
害
な

ど
の
発
生
現
場
か
ら
で
き
る
だ
け

近
い
場
所
で
医
師
の
治
療
を
開
始

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、急
病
人
や
事

故
の
発
生
時
に
、そ
の
発
生
場
所

に
最
も
近
い
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
消
防
車
な
ど
を
出
動（
砂
ぼ

こ
り
防
止
の
た
め
の
放
水
な
ど
を

行
う
）さ
せ
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着

陸
準
備
を
整
え
ま
す
。ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、そ
こ
へ
着
陸
し
ま
す
。

　

ヘ
リ
を
安
全
に
離
着
陸
さ
せ
る

た
め
に
、皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
時
に
は

・
消
防
職
員
の
指
示
に
従
い
、ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
内
か
ら
速

　

公
立
豊
岡
病
院
で
は
、人
工
呼
吸
器
や
除
細
動
器
な
ど
の
救
急
医
療

機
器
を
備
え
、救
急
専
門
医
と
看
護
師
を
乗
せ
て
救
急
現
場
へ
出
動
す

る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
、4
月
17
日
か
ら
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、消
防
本
部
で
は
、緊
急
出
動
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
、患
者
を
乗
せ
た
救
急
車
と
の
合
流
を
円
滑
に
し
、患
者
を
素
早

く
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め
、ヘ
リ
と
救
急
車
と
の
合
流
地
点「
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
場
外
離
着
陸
場
）」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》消
防
本
部
警
防
課
☎
24

－

1
1
1
9

や
か
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ヘ
リ
の
着
陸
時
か
ら
離
陸
時
ま

で
は
、二
次
的
な
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、絶
対
に
ヘ
リ
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト（
場
外
離
着
陸
場
）

に
着
陸
し
ま
す
!

市内ランデブーポイント一覧（52カ所）
地域 名　称 所　在　地

豊　

岡

雲
うん

澤
たく

寺
じ

南側広場 奥野
神美小学校グラウンド 三宅
三江小学校グラウンド 庄境
奈佐小学校グラウンド 吉井
日和山観光㈱第３駐車場 瀬戸
港東小学校グラウンド 気

け

比
い

気比の浜キャンプ場
（西側芝生部分）

気比（気比の浜
海水浴場内）

県立円山川公苑 小島

城
崎

菊屋島運動公園 城崎町桃島
さくらの名所公園 城崎町楽

さ

々
さ

浦
うら

城崎小学校グラウンド 城崎町湯島

竹　

野

竹野B&G海洋センター
東側空地 竹野町竹野

旧竹野中学校跡地 竹野町竹野
竹野中央公園グラウンド 竹野町須谷
中竹野小学校グラウンド 竹野町轟
森本中学校グラウンド 竹野町森本
ふるさと生きがいセンター
北側広場 竹野町椒

はじかみ

サントピアあすなろ前広場 竹野町三原
旧大森小学校跡地 竹野町桑野本

日　

高

奥神鍋駐車場 日高町山田
栗
くり

栖
す

野
の

中央駐車場 日高町栗栖野
山宮グラウンド 日高町山宮
羽尻活性化センター 日高町羽尻
三方小学校グラウンド 日高町栗山
日高西中学校グラウンド 日高町庄境
植村直己記念スポーツ公園 日高町野
日高小学校グラウンド 日高町岩中
八代小学校グラウンド 日高町中

地域 名　称 所　在　地

出　

石

寺坂小学校グラウンド 出石町日野辺
出石総合グラウンド 出石町福住
出石中学校グラウンド 出石町弘原
菅
すげ

谷
だに

地区公民館 出石町荒木
ひぼこホール駐車場 出石町水

むな

上
がい

小
お

坂
さか

小学校グラウンド 出石町鳥居
出石川防災センター駐車場 出石町袴

はか

狭
ざ

竃
かまど

神社南広場 出石町口小野
小野小学校グラウンド 出石町口小野

但　

東

赤花農村公園 但東町赤花
口藤農村公園 但東町口藤
日本･モンゴル民族博物館
駐車場 但東町中山

河
こう

之
の

辺
べ

公園 但東町大河内
高橋小学校グラウンド 但東町久畑
高橋地区公園 但東町栗尾
但東スポーツ公園 但東町正法寺
たんとうシルクドーム 但東町正法寺
唐川農村公園 但東町唐川
但東中学校グラウンド 但東町三原
合橋小学校グラウンド 但東町出合市場
河本公園 但東町河本
矢根農村公園 但東町矢根
奥矢根農村公園 但東町奥矢根
水石農村公園 但東町水

みず

石
し



広報とよおか　2010.7.25 �

未
来
へ
の
責
任

「
乗
っ
て
守
ろ
う
公
共
交
通
!
」

〜
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

　

市
で
は
、平
成
20
年
10
月
か
ら

バ
ス
路
線
が
休
止
し
た
地
域
に
、

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」を
実
証

（
試
験
）運
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、1
年
ご
と
に
利
用
状

況
を
確
認
し
、今
年
4
月
に
運
行

ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
し
た
が
、現

在
の
利
用
状
況
で
は
さ
ら
な
る
路

線
の
廃
止
や
便
数
の
縮
減
な
ど
、

運
行
計
画
を
大
幅
に
見
直
さ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
表
は
、平
成
21
年
10
月
1
日

か
ら
平
成
22
年
5
月
31
日
ま
で
の

利
用
状
況
を
表
し
て
い
ま
す（
幼

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
は
、地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
財
産
で
あ
り
、わ
た
し
た
ち
に
は
未
来
に
向
け
て
守
り
、引
き
継
い

で
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、現
状
は
、マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
で
、公
共
交
通
の
利
用
者

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、将
来
、公
共
交
通
を
維
持
で
き
な
く
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、バ
ス
や
鉄
道
を
積
極
的
に
利
用
し
、わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

－

1
1
1
1

稚
園
・
小
中
学
校
へ
の
通
園
通
学

者
を
除
く
）。

　
「
イ
ナ
カ
ー
」を
は
じ
め
、地
域

の
バ
ス
路
線
の
運
行
を
維
持
す
る

た
め
、市
は
運
行
経
費
や
補
助
金

を
支
出
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、利

用
者
の
減
少
が
続
く
と
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
、将
来
に
わ
た
っ

て
市
全
体
の
公
共
交
通
を
維
持
す

る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」の

利
用
状
況
は
?

地
域
の
バ
ス
の
運
行
は

自
治
体
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
す

　市営バス「イナカー」をはじめとする地域のバスを守
るためには、現在、バスを利用している方だけでなく、
バスを利用していない方も含めた地域の皆さん全員の
協力が必要です。「わたしには関係ない」では、将来にわ
たって地域のバスを守ることはできません。
　将来、マイカーに乗れなくなったとき、バスは生活に
必要な移動手段になります。

　バスや鉄道などの公共交通を維持し、利便性の高い
形で未来に残すため、事業者や行政もさまざまな取組
みを行っています。
　市では、昨年10月から公共交通での通勤「e

イー

通勤プロ
ジェクト」を推進し、職員はもちろん、一般のマイカー
利用者にも公共交通の利用を呼び掛けています。
　皆さんも、一人ひとりができる方法でバスや鉄道の
利用を進めましょう。

地域のバスを守るには皆さんの協力が必要です

皆さんの協力で
公共交通をより良い形で未来に残しましょう

〈市営バス「イナカー」利用状況〉      （単位：人）
路線名 利用者数 平均（１便）

気比三原線 2,597 1.58
赤石線 2,983 2.29
竹野海岸線 2,288 0.98
竹野三原線 1,931 0.81
床瀬線 2,086 0.88
三方線 4,097 1.78
八代線 1,590 1.66
奥山線 155 0.16
奥小野線 241 0.32
天谷佐々木線 422 0.26
河野辺線 4,533 1.62
合橋資母高橋線 140 0.18

〈市営バス「イナカー」運行経費〉      （単位：万円）
路線名 金額 路線名 金額

気比三原線 553 三方線 1,538
宇日日和山線 379 八代線 315
赤石線 549 奥山奥小野線 432
竹野海岸線 938 天谷佐々木線 864
竹野三原線 851 河野辺線 1,722
床瀬線 584 合橋資母高橋線 461
※平成21年度 計 9,186

〈バス会社への路線別補助金交付額〉（単位：万円）
路線名 金額 路線名 金額

江原出石線 98 八鹿豊岡線 221
竹野豊岡線 244 日和山八鹿線 234
神美線 184 中筋線 326
奥藤出石線 392 団地バス線 1,291
出石八鹿線 99 目坂奥野線 1,653
日和山豊岡線 263 神鍋線 864
※平成21年度 計 5,869

イナカー
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平成23年度採用

豊岡市職員募集
〜豊岡市をつくる

　豊かな発想力、熱意と行動力のある方
あなたの応募をお待ちしています〜

《申込み・問合せ》職員課☎23-1326
職　　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一般事務職 ３人程度 　昭和55年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の
学校を卒業した方または平成23年3月末までに卒業見込みの方

保育士・
幼稚園教諭 ４人程度

　昭和50年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１
種または２種）を併せて有する方または平成23年３月末までに同資格お
よび同免許を取得見込みの方

第61回
豊岡市美術展作品募集

◇応募部門
　○一般・高校の部…絵画、書道、写真、彫刻・工

芸
　○児童・生徒の部…図画・習字
◇応募範囲
　○一般・高校の部…制限なし
　○児童・生徒の部…但馬地域内の保育園・幼稚

園・小学校・中学校・教室に在籍する就学前
園児および児童・生徒

◇公募要項配布場所
　　文化振興課または各総合支所地域振興課、各

地区公民館、図書館本館、市民会館など
◇作品搬入
　○日時…10月15日（金）午前９時〜午後７時
　　　　　10月16日（土）午前９時〜午後５時
　○場所…総合体育館北側アリーナ入口

◇出品料
　○一般の部…1,650円
　○高校・児童・生徒の部は無料
◇作品審査日程および審査員
　○10月19日（火）写真：上

うえ
川
かわ

　勝さん（全日本写
真連盟総本部顧問）

　○10月20日（水）絵画・図画：松原政
せい

祐
ゆう

さん（行
動美術協会会員）

　○10月21日（木）書道・習字：石田雲
うん

鶴
かく

さん（日
展会員）

　○10月21日（木）彫刻・工芸：清
きよ

水
みず

六
ろく

兵
べ

衛
え

さん
（京都造形芸術大学教授）

◇美術講座
　各部門審査日の午後６時から、審査員による作
品講評を兼ねた美術講座を開催します。

《問合せ》文化振興課☎23-1160

▲第60回豊岡市美術展の様子

◇受付期間　８月９日（月）〜20日（金）必着
　　　　　　午前8時30分〜午後5時15分（土・日

曜日は除く）
◇第1次試験  日程　９月19日（日）
　　　　　　　場所　じばさん但馬（大磯町）
　　　　　　　内容　教養試験、作文試験、適性検

査、専門試験（保育士・幼稚
園教諭のみ）

◇第2次試験  日程　10月下旬〜11月上旬
　　　　　　　場所　第１次試験合格者に直接通知

　　　　　　　内容　面接試験、身体検査（指定項
目を満たす検査書の提出に
よる）、実技試験（保育士・
幼稚園教諭のみ）

◇申込方法　募集案内・申込書を職員課または
　　　　　　各総合支所地域振興課で受け取り、

受験職種に必要な書類を添えて、提
出ください。

　　　　　　※受付は職員課のみ
◇採用予定日　平成23年４月１日

◇会期　10月30日（土）〜11月3日（水・祝）
◇会場　総合体育館（大磯町）

　豊岡市美術展は60年以上の歴史を持つ但馬最大の公募展で
す。応募に際しては公募要項をご覧いただき、作品搬入日に
所定の申込用紙で申し込みください。よりすぐりの作品の応
募をお待ちしています。
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《
問
合
せ
》

－

介　

護　

保　

険　

料　

の　

減　

免

低
所
得
者
減
免

そ
の
他
の
減
免
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た
ん
と
う

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

　市では、昨年度から歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。その取組みの一
環である歩キングマップから、各地域のコースを６回シリーズでモニターさんが紹介します。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

運動で健康づくりを応援④

歩キングコースをモニターさんが紹介します
～第４回　但東コース～

健康川柳

水うまい　今日も元気で　ありがとう
幸子 

※２００９とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

平野さん

小畑さん

永井さん

但東コース
　　　モニターさん

〜
コ
ー
ス
の
特
徴
〜

◎
所
要
時
間
は
約
60
分（
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。

◎
コ
ー
ス
の
道
路
は
広
く
て
歩
き
や
す
い
で
す
。

◎
景
色
が
最
高
で
す
。
四
季
折
々
の
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
よ
。

◎
寿
橋

⇔

久
保
田
橋
間
は
、
5
月
か
ら
9
月
中

旬
ま
で
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の
電
気

柵
が
あ
る
の
で
国
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

ある

　山がキレイ!森林浴ができます。
春は桜、秋は紅葉、心が洗われる
ような景色です。

　2カ所の親水公園には東屋
があります。公園の中には小川
もあり、リラックスできます。
　特に夏の間は、バーベキュー
などの家族連れでにぎわいます。
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平
成
20
年
度
か
ら
、個
人
の
方

が
ふ
る
さ
と︵
自
分
が
応
援
し
た

い
と
思
う
自
治
体
︶に
寄
付
を

行
っ
た
場
合
、5
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、個
人
住
民
税
と

所
得
税
か
ら
一
定
の

控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る「
ふ
る
さ

と
納
税
」制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄

付
金
」と
名
称
を
定
め
、コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
を
核
と
し
た「
人
と

自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
昨
年
度
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

今
年
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

活
用
す
る
予
定
で
す
。詳
細
は
、

4
月
25
日
発

行
の
市
広
報

紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

豊
岡
を
応
援
く
だ
さ
い

コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

▽
寄
付
金
の
主
な
活
用
内
容

・
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

・
ま
ち
の
活
性
化
の
取
組
み

・
医
療
や
介
護
の
取
組
み

・
学
校
教
育
の
取
組
み

・
幼
児
教
育
や
子
育
て
支
援
の
取

組
み

・
観
光
振
興
の
取
組
み

・
文
化
振
興
の
取
組
み

 

《
問
合
せ
》政
策
調
整
課
政
策
調

整
係
☎
21

－

9
0
2
2

▲生きもの調査 ▲コウノトリとの共生

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
8
月
14
日︵
土
︶は

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

●
8
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・
23

日
・
30
日
の
毎
週
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

︽
問
合
せ
︾

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら
の

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
し
ま
せ
ん
か

　

下
期
分︵
10
月
～
3
月
分
︶の
保

険
料
を
一
括
で
口
座
振
替
や
現
金

で
納
め
る
と
、保
険
料
が
割
引
と

な
り
ま
す
。

▽
口
座
振
替
に
よ
る
前
納　

口
座

振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま

た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
に
、預

金
通
帳
・
届
印
・
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の
を
持
参
の
上
、8
月
31
日

︵
火
︶ま
で
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、市
役
所

︵
各
総
合
支
所
︶の
国

民
年
金
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

※
振
替
日
は
、11
月
1
日︵
月
︶で
す
。

※
辞
退
や
変
更
の
申
し
出
が
な
い
限

り
、6
カ
月
前
納
が
継
続
し
ま
す
。

▽
現
金
払
い
に
よ
る
前
納　

4
月

　

上
旬
に
郵
送
さ
れ
た
納
付
書

︵
下
期
前
納
分
︶で
、金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
で
の
納
付
期
限
は
、11

月
1
日︵
月
︶で
す
。

※
年
度
末
ま
で
の
現
金
払
い
に
は
、

希
望
月︵
既
に
経
過
し
た
月
を

除
く
︶分
か
ら
年
度
末
ま
で
の

保
険
料
を
前
納︵
割
引
有
り
︶

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
の
場

合
は
、専
用
の
納
付
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、豊
岡
年
金

事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
11
日︵
水
︶

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所

　

2
階　

大
会
議
室

申
込
方
法
と
期
限

年
金
相
談
会
の
開
催

〈納付方法と保険料〉

納付方法 １カ月分 ６カ月分
現金支払
（月々） 15,100円 90,600円

現金支払
（前納）

クレジット納付
（前納）

１カ月前納は
ありません

89,860円
【740円割引】

口座振替
（前納）

15,050円
【50円割引】

89,570円
【1,030円割引】
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ト
リ
の
郷
公
園
で
は
、見
ど
こ
ろ

や
野
生
復
帰
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

普
段
ど
お
り
の
ガ
イ
ド
案
内
を
し

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
お
る
。神

鍋
高
原
で
は
、地
質
に
合
わ
せ
た

土
地
利
用
、風
穴
、湧
き
水
の
よ

う
に
生
活
に
密
着
し
た
ジ
オ
パ
ー

ク
の
資
源
を
見
て
も
ら
う
つ
も
り

じ
ゃ
。

　

鳥
取

県
や
京

都
府
京

丹
後
市

で
も
特

徴
の
あ

る
取
組

み
を
見

て
も
ら

う
計
画
を
し
と
る
ら
し
い
ん
で
わ

し
も
心
強
い
ワ
イ
。

　

何
と
か
年
内
に
は
、世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
を
も
ら
い
た
い
も

ん
じ
ゃ
。

地
渓
谷
の
水
の
中
に
生
息
し
、国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。大
き
い
も
の
は
全
長

1
4
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、体
重

30
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
、台
風
23
号
被
害
に

よ
る
出
石
川
災
害
復
旧
工
事
の
調

査
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

4
0
0
匹
以
上
も
見
つ
か
り
、保

護
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
ほ
か
に
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
、ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、

ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、ハ
コ
ネ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、特
に
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
は
最
も
絶
滅
の
危
険
性
の
高
い

絶
滅
危
惧
Ⅰイ

チ

Aエ
ー

類
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、地
質
や
地
形

だ
け
で
な
く
、貴
重
な
生
態
系
の

保
護
も
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについ
て、市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の
三木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　生きている化石「サンショウウオ」

　

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、古
生
代

か
ら
姿
形
を
変
え
ず
、シ
ー
ラ
カ

ン
ス
な
ど
と
共
に「
生
き
て
い
る

化
石
」と
い
わ
れ
、現
在
、日
本
で

は
18
種
類
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

は
、世
界
最
大
の
両
生
類
と
し
て

有
名
で
す
。ス
イ
ス
の
3
千
万
年

前
の
地
層
か
ら
、現
在
と
同
じ
骨

格
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
化

石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
時
は
世
界
中
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
生
息
し
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。今
は
、日
本
を
含
め
中

国
と
ア
メ
リ
カ
に
し
か
い
ま
せ
ん
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
淡
水
の

生
物
で
、海
を
横
断
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
、か
つ
て
、日
本
と
中
国

大
陸
が
つ
な
が
っ
て
い
た
証
拠
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、西
日
本
各
地
の
山

●
い
よ
い
よ
世
界
へ
の
正
念
場
!

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
の
現
地

視
察
が
、8
月
初
め
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。視
察

す
る
委
員
は
2
人
で
、イ
ギ
リ
ス

と
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
来
ら
れ
る
そ
う

じ
ゃ
。豊
岡
市
内
で
は
、わ
し
の

ふ
る
さ
と「
玄
武
洞
公
園
」や
名
湯

「
城
崎
温
泉
」、わ
し
と
同
じ
玄
武

岩
の
溶
岩
が
流
れ
出
た「
神
鍋
高

原
」、そ
れ
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生

復
帰
の
活
動
で
評
価
の
高
い「
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」な
ど
を
見

て
回
る
ら
し
い
。

　

現
地
視
察
で
は
、地
質
や
地
形

を
見
る
よ
り
も
、市
民
が
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
か
を
重
視
す

る
ら
し
い
ん
じ
ゃ
。山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
で
は
、地
質
や
地
形
に

加
え
、そ
こ
で
育
っ
た
風
土
や
文

化
も
テ
ー
マ
に
し
と
る
ん
で
、な

お
さ
ら
市
民
の
活
動
が
重
要
な

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う

じ
ゃ
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
か
ら
、

玄
武
洞
、神
鍋
溶
岩
流
、コ
ウ
ノ

げ
ん

▲オオサンショウウオ

▲アベサンショウウオ

▲シーラカンスの仲間の化石

▲玄武洞ガイド泊まりは当然「城崎温泉」じゃ
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《
申
告
書
提
出
・
問
合
せ
》

－

Q
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
。

Q
償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
で
す
か
。

Q
対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
何
で

す
か
。 償

却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

飲食店
厨房設備など

ホテル・旅館
客室備品など

工場
製造設備など

小売店
陳列ケース
など

建設業
パワーショベル
など

農業・漁業
農機具など

理容・美容業
椅子・洗面台
など

ガソリンスタンド
洗車機など

医院
ベッド・手術台
など

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」を
定
め
ま
し
た

「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
⑥　
　

目
標
①　

誰
に
と
っ
て
も
、便
利

で
暮
ら
し
や
す
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り

目
標
②　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
、ひ
と
の
交
流

を
活
発
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

目
標
③　

地
区
の
宝（
自
然
・
景

観
・
歴
史
・
文
化
等
）を
活い

か
す

ま
ち
づ
く
り

■「
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

の
活
動
経
過

　

市
で
は
、昨
年
度
か
ら
、小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針

と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23

1
7
1
2

▲第11回まちづくり会議 ▲第10回まちづくり会議
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①ふれあい広場②子育て学習室

子ども用
トイレ

授乳室

③事務室

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
、保
健
師
・
看
護
師
、主

任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
な
ど
が
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら

「
チ
ー
ム
」と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
を
2
カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24

2
4
0
9

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
①

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
ま
す
!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
相
談
が
入
っ
た
ら
…

私
た
ち
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
①

ち
ょ
っ
と
き
ん
せ
ー『
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
』

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
正
面
に
あ
る
ア
イ
テ
ィ
最
上
階
、市
内
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の

良
い
場
所
に
あ
る『
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
』を
、〝
お
た
す
け
隊
〞が
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

☎
24

4
6
0
4

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

②子育て学習室 ①ふれあい広場

③事務室
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経
済
成
長
戦
略
の
推
進

豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業

平
成
22
年
度
〈
4
月
〜
6
月
〉

市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

生
物
多
様
性
関
連
事
業
の

推
進

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

現
状
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、

平
成
31
年
度
の
市
内
総
生
産
が
平

成
19
年
度
と
比
較
し
て
少
な
く
と

も
8
%
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
非
常
に
厳
し
い
状

況
を
打
開
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま

な
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
込

ん
だ
経
済
成
長
戦
略
を
策
定
し
、

推
進
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
22
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

　

種
々
の
経
済
成
長
戦
略
事
業
を

進
め
て
い
る
中
で
、定
住
促
進
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
定
住
促
進

　

田
舎
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
、市

外
か
ら
の
移
住
を
希
望
す
る
方
々

に
、地
域
の
持
つ
魅
力
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
し
、本
市
へ
の
定
住

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
空
き
家
情
報
登
録
制
度

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
運
営

　

市
内
の
空
き
家
や
空
き
土
地
物

件
の
登
録
情
報
を
、利
用
者
登
録

し
た
市
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
に

情
報
提
供
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

※
平
成
21
年
10
月
か
ら
本
制
度
を

開
始
。登
録
外
物
件
も
合
わ
せ

る
と
5
件
成
約（
6
月
末
現
在
）

○
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
の
設
置
、

運
営

　

移
住
に
伴
う

気
候
、習
慣
な

ど
の
不
安
を
払

し
ょ
く
し
、地

域
を
肌
で
感
じ
、

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の「
田
舎

暮
ら
し
体
験
施
設
」を
、昨
年
10
月

に
但
東
町
中
山
に
設
置
し
、運
営

し
て
い
ま
す
。よ
り
多
く
の
豊
岡

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、6
月

15
日
に
は
竹
野
町
桑
野
本
に
第
2

号
の
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

《
7
月
以
降
の
予
定
》

・
一
人
で
も
多
く
の
方
に
移
住
し

て
い
た
だ
き
、労
力
の
確
保
や

地
域
の
担
い
手
に
つ
な
げ
る
た

め
、空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
や
田

舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。

・
定
住
促
進
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、各
担
当
課

が
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

推
進
し
ま
す
。

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

平
成
22
年
は
国
連
が
定
め
る

「
国
際
生
物
多
様
性
年
」。10
月
に

は
名
古
屋
市
で
生
物
多
様
性
条
約

第
10
回
締
約
国
会
議（
Cシ

ー

Bビ
ー

Dデ
ィ
ー

/

Cコ
 
ッ
 
プ
 
テ
ン

O
P 

10
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
と
は
、さ
ま
ざ
ま

な
生
き
も
の
が
か
か
わ
り
合
い
な

が
ら
生
き
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
豊
岡
の
取
組
み
は
、生

物
多
様
性
保
全
の
日
本
の
代
表
的

な
例
と
し
て
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。市
は
、関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、市
内
外
で
さ

ま
ざ
ま
な
生
物
多
様
性
関
連
事
業

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

《
平
成
22
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

○
生
物
多
様
性
セ
ミ
ナ
ー（
生
き

も
の
の
多
様
性
の
保
全
と
事
業

活
動
）〔
4
月
26
日
、5
月
14
日
、

6
月
11
日
・
25
日
、名
古
屋
市
〕

延
べ
3
1
0
人
参
加　

・
三
井
住
友
銀
行
と
の
共
催

○
国
際
会
議「
都
市
に
お
け
る

生
物
多
様
性
と
デ
ザ
イ
ン

（
Uウ
ル

ビ

オ

R
B
I
O
2
0
1
0
）」〔
5

月
19
日
、名
古
屋
市
〕

・
中
貝
市
長
が
事
例
報
告

○「
生
き
も
の
共
生
の
日
特
別
授

業
〜
子
ど
も
が
見
る
湿
地
〜
」、

「
湿
地
夜よ

も
夜や

も
話
〜
大
人
が

見
る
湿
地
〜
」〔
5
月
20
・
21
日
、

豊
岡
市
〕73
人
参
加

○
日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム〔
5
月
22
日
、豊
岡
市
〕

1
5
0
人
参
加

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

○
第
1
回
生
物
の
多
様
性
を
育
む

農
業
国
際
会
議（
Iア
イ

セ

バ

C
E
B
A 

2
0
1
0
）〔
7
月
2
〜
4
日
、

豊
岡
市
〕約
4
0
0
人
参
加

○
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校
イ
ンin
東

京
大
学〔
8
月
9
日
、東
京
都
〕

・
新
潟
県
佐
渡
市
、宮
城
県
大
崎

市
と
の
共
催

○
S
さ

と

や

ま

A
T
O
Y
A
M
A
教
育
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ〔
10
月
5
〜
8
日
、

豊
岡
市
〕

○
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議（
C
B
D
/
C
O
P 

10
）

　
〔
10
月
11
〜
29
日
、名
古
屋
市
〕

・
新
潟
県
佐
渡
市
、山
口
県
周
南

市
、鹿
児
島
県
出い

ず
み水

市
と
共
同

で
交
流
フ
ェ
ア
に
出
展
、会
議

の
合
間
に
本
市
の
取
組
み
紹

介
○
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ〔
10
月
30
・
31
日
、豊

岡
市
〕

・
県
と
の
共
催
に
よ
り
開
催

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

現
在
の

豊
岡
駅
前

広
場
は
、

昭
和
28
年

以
降
、改

修
整
備
さ

れ
て
い
な

か
っ
た
こ

と
か
ら
、

路
線
バ
ス

の
乗
り
入

れ
が
1
路

線
し
か
な

く
、鉄
道
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と

の
乗
り
継
ぎ
が
不
十
分
で
す
。ま

た
、自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
車
両
が
ふ
く
そ
う
し
て
お
り
、

安
全
な
歩
行
空
間
も
確
保
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、鉄
道
と
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
と
の
乗
り
継
ぎ
を
し
や
す

く
し
、J
R
豊
岡
駅
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た

本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
豊

岡
駅
前
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

《
全
体
概
要
》 豊岡駅前広場　完成予想図

体験施設
（竹野町桑野本）
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防
災
の
取
組
み

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
2
年
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、建
物
の
老

朽
化
、耐
震
性
の
不
足
、執
務
室
の

分
散
化
・
狭
隘あ

い

化
、駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
る
た

め
、市
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
効
率

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
新

庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

豊
岡
固
有
の
自
然
・
歴
史
・
伝

統
・
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
の
も
と
、総
合
的
に

判
断
し
、現
本
庁
舎
を
保
存
・
活

用
し
ま
す
。

《
平
成
22
年
4
月
〜
6
月
の
取
組
み
》

■
実
施
設
計
の
進
捗

　

新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
加
え
て
、

現
本
庁
舎
の
改
修
工
事
、駐
車
場

の
整
備
工
事
、外
構
工
事
、仮
庁
舎

の
改
修
工
事
お
よ
び
既
存
庁
舎
の

解
体
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、よ
り

詳
細
な
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　

仮
庁
舎
の
一
部
と
し
て
健
康
福

祉
部
移
転
後
の
豊
岡
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
活
用
す
る
た
め
、改
修

工
事
を
7
月
中
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

《
概
要
》

■
現
本
庁
舎
の
活
用

　

3
階

部
分
は
、

建
築
基

準
法
上
、

そ
の
ま

ま
保
存・

活
用
す

る
こ
と

が
困
難

で
あ
る

た
め
、

国
、県
な
ど
に
相
談
し
て
い
ま
し
た

が
、3
階
部
分
を
鉄
骨
造
に
替
え
、

耐
震
性
と
耐
火
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
、法
的
な
問
題
が
解
決
で
き

る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、現
本
庁
舎
の
活
用
に
当

た
っ
て
は
、国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
が
活
用
で
き
る
見
込

み
で
す
。

※
こ
の
経
緯
は
、内
閣
府
の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン「
地
域
活
性
化

ニ
ュ
ー
ス
」で
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

《
7
月
以
降
の
予
定
》

　

第
1
回
目
の
仮
庁
舎
移
転
と
し

て
、コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
、都
市
整

備
部
、教
育
委
員
会
な
ど
が
、8
月

下
旬
に
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
移
転
し
ま
す
。

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

平
成
22
年
度
か
ら
総
合
支
所
の

体
制
が
2
課
体
制
と
な
り
、職
員

数
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
中
で
、市
の
災
害
対
応

能
力
を
維
持
し
、さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、職
員
一
人
ひ
と

り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
も
と
よ
り
、

本
庁
と
総
合
支
所
間
の
連
携
を
円

滑
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、大
規
模
な
災
害
に
対
し

て
は
、行
政
の
対
応
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
か
ら
、自
助
、共
助
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

《
平
成
22
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

■
総
合
支
所
の
機
能
向
上

○
各
総
合
支
所
に
防
災
担
当
参
事

を
配
置

○
各
総
合
支
所
へ
派
遣
す
る
本
庁

の
職
員
を
指
定（
2
4
1
人
）

（
支
所
職
員
と
合
わ
せ
3
4
9

人
配
置
）

○
地
域
担
当
制
に
よ
る
技
師
お
よ

び
保
健
師
の
配
備

○
市
職
員
O
B
を
防
災
支
援
員
と

し
て
各
支
所
3
人
配
置

○
総
合
支
所
調
整
担
当
職
員
を
本

庁
に
各
2
人
配
置　

■
職
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上

○
年
間
を
通
じ
た
職
員
研
修
の
実

施
→
民
間
の
防
災
機
関（
環
境

防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
）と

協
働
し
て

実
施

○
本
庁
と
総

合
支
所
で

大
雨
洪
水

防
災
訓
練

実
施〔
6

月
5
日
〕

《
7
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

■
市
民
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上

○
防
災
啓
発
番
組「
防
災
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
」の
放
送

　

Fエ
フ
エ
ムM

ジ
ャ
ン
グ
ル（
76
・
4
Mメ

ガ 

Hヘ
ル
ツz

）

・
放
送
開
始
…
7
月
5
日（
月
）

・
日
時
…
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

8
時
5
分
〜
、午
後
6
時
〜

　
（
各
5
分
間
）

・
出
演
者
…
防
災
に
関
す
る
日
本

の
第
一
人
者

○「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」の
防
災

行
政
無
線
放
送（
再
放
送
）

・
放
送
開
始
…
7
月
19
日（
月
）

・
日
時
…
毎
週
月
・
水
・
木
・
土
・

日
曜
日
午
前
7
時
30
分
〜
、午

後
7
時
30
分
〜

・
内
容
…
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
放

送
し
た
内
容
を
2
週
間
遅
れ
で

放
送
す
る
。

○
事
業
期
間　

平
成
20
年
度
〜
平

成
23
年
度

○
整
備
面
積　

5
、5
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル

○
施
設
整
備

・
乗
降
バ
ー
ス
の
設
置（
路
線
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
・
身
体
障
害
者

用
）

・
バ
ス
待
機
場（
3
台
）、タ
ク

シ
ー
待
機
場（
16
台
）、待
合
所

（
1
棟
）

・
歩
道（
標
準
幅
員
5
メ
ー
ト
ル
）

・
広
場
照
明
、緑
地
、案
内
サ
イ
ン

設
置　

な
ど

○
関
連
施
設
整
備

・
J
R
豊
岡
駅
舎
移
転

・
駅
前
交
番
移
転

・
駅
前
公
衆
便
所
新
築

・
駅
前
駐
車
場
防
火
水
槽
新
設

・
駅
前
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
再

整
備　

な
ど

《
平
成
22
年
4
月
〜
6
月
取
組
み
》

○
市
…
駅
前
駐
車
場
防
火
水
槽
工

事
着
手
、物
件
補
償
契
約

○
J
R
…
現
駅
舎
北
側
一
部
取
壊

し
《
7
月
以
降
の
予
定
》

　

市
が
豊
岡
駅
前
広
場
を
整
備
す

る
こ
と
に
伴
い
、豊
岡
駅
舎
の
移

転
が
必
要
な
た
め
、J
R
西
日
本

は
、新
駅
舎
を
平
成
22
年
度
末
ま

で
に
完
成
さ
せ
ま
す
。



【
6
月
】

11
日　

イ
ン
ド
国
青
少
年
訪
日
団

来
訪（
〜
16
日
）

15
日　

田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
第

2
号
オ
ー
プ
ン

23
日　

韓
国・南
ソ
ウ
ル
大
学
生
が

環
境
学
習
で
来
訪（
〜
24
日
）

30
日　

中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
開
催（
竹
野
総
合
支

所
・
本
庁
、7
月
1
日
:
城

崎
総
合
支
所
、
2
日
:
出

石
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
、
5
日
:
日
高
総
合
支

所
、
15
日
:
但
東
総
合
支

所
）

【
7
月
】

1
日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
自
動
翻

訳
シ
ス
テ
ム（
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
）
導
入

　
　

・
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収

チ
ー
ム
派
遣
受
け
入
れ

2
日　

第
1
回
生
物
の
多
様
性
を

育
む
農
業
国
際
会
議（
〜

4
日
）

5
日　

Ｆエ
フ

Ｍエ
ム

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
市

番
組「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
」、「
と
よ
お
か
!
も
っ

と
教
え
隊
‼
」ス
タ
ー
ト

7
日　

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2 

0
1
0
開
催（
東
京
都
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

昨
年
初
め
て
企
画
・
実
施
し
た

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

は
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
一
緒

に
気
楽
に
市
長
と
話
せ
る
と
大
変

好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
も
6
月

30
日
か
ら
7
月
15
日
の
間
に
6
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
、
子
育
て
、
健
康

づ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
12
の

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

希
望
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
約

1
時
間
、
市
長
と
楽
し
く
語
り
合

い
ま
し
た
。

  

仲
間
と
一
緒
だ
と
、
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

学
生
有
志
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

も
っ
と
市
外
へ
の
情
報
発
信
を
求

め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
を
自
宅
介
護
す
る

グ
ル
ー
プ
の
話
に
は
、
市
長
も
そ

の
頑
張
り
に
大
き
く
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
、
地
域
単
位

の
懇
談
会
な
ど
で
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
と
と
も

に
、こ
の
よ
う
な
少
人
数
で
の
気
軽

な
話
し
合
い
の
場
も
設
け
、「
対
話

と
共
感
」の
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

■
イ
ン
ド
国
青
少
年
訪
日
団

　

6
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
の
6

日
間
、
国
の「
21
世
紀
東
ア
ジ
ア

青
少
年
大
交
流
計
画
」の
一
環
で
、

イ
ン
ド
国
訪
日
団
19
人
が
初
め
て

本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
の
高
校
生
は
、
市
内
9

家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
日

本
の
家
庭
生
活
を
味
わ
い
、
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
総
合
高
校
で
の
交
流
で
は
、

同
校
の

生
徒
と

一
緒
に

登
校
し
、

授
業
や

部
活
動

に
参
加

し
ま
し

た
。　

　

ほ
か
に
も
、
出
石
永
楽
館
で
、

出
石
町
大
名
行
列
保
存
会
の
指
導

を
受
け
、
市
の
無
形
文
化
財「
大

人
大
名
行
列
槍や

り

振
り
」を
体
験
。

　

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生

や
環
境
経
済
の
学
習
、
豊
岡
清
掃

セ
ン
タ
ー
・
佐
野
浄
水
場
の
見
学

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
豊

岡
の
環
境
の
取
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

■
韓
国
・
南
ソ
ウ
ル
大
学
生

　

6
月
23
日
と
24
日
に
は
、韓
国
・

南
ソ
ウ
ル
大
学
の
学
生
な
ど
26
人

が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
施
策
に
つ
い
て
学

び
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
営
農
組
合

の
協
力
を
得
て
、
田
ん
ぼ
の
水
路

に
設
置
す
る「
生
き
も
の
退
避
ス

ペ
ー
ス
」の
修
繕
作
業
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
国
際
交
流
も
本
市
を
紹

介
す
る
機
会
と
し
、「
小
さ
な
世
界

都
市
」を
目
指
し
ま
す
。

〜
ア
ジ
ア
の
青
少
年
を
通
し
て
豊
岡
発
信
〜

イ
ン
ド
国
青
少
年
訪
日
団
、南
ソ
ウ
ル
大
学
生
来
訪

〜
市
民
グ
ル
ー
プ
と
和
や
か
に
対
話
〜

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」開
催

▲茶道の部活動を体験

▲まちづくりについて貴重な提言もい
ただきました

▲女性グループと和やかに懇談

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
7
月
1
日
か
ら
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の

自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
各
ペ
ー

ジ
の
上
に
あ
る
下
記
の
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
そ
の
ペ
ー
ジ
が
即
時

3
カ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
続
々
と
教

科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
校
の
英
語
が
2
冊
、
小
学

校
6
年
生
の
道
徳
が
1
冊
、
小
学

校
3
・
4
年
生
の
社
会
科
が
1
冊
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
か
げ
で
、
豊

岡
も
す
っ
か
り
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
?

　

試
み
に
グ
ー
グ
ル
で「
コ
ウ
ノ

ト
リ
」の
記
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
検
索
し

て
み
ま
し
た
。
実
に
56
万
7
千
件
。

た
い
し
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

「
ト
キ
」は
8
1
0
万
件
! 

　

差
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
知
ら
れ
な
け
れ
ば
存
在
し
な

い
の
と
同
じ
だ
。
も
っ
と
情
報
発

信
力
を
身
に
付
け
ろ
」と
職
員
に

ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

箱
根
の
山
を
越
え
ろ
、
と
い
う

合
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
豊
岡
の
情

報
は
な
か
な
か
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に

な
ら
ず
、
多
く
は
頑
張
っ
て
大
阪

止
ま
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
関
西
圏

は
豊
岡
の
大
切
な
お
得
意
様
で
す
。

し
か
し
、
未
開
の
、
最
大
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
東
京
に
あ
り
ま
す
。

　

情
報
発
信
戦
略
の
最
初
の
ケ
ー

ス
は
、
副
市
長
公
募
で
し
た
。
組

織
を
挙
げ
た
売
込
み
が
功
を
奏
し
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス

に
な
り
、
あ
る
い
は
全
国
の
地
方

紙
に
一
斉
に
載
っ
て
、
競
争
倍
率

は
1
3
7
1
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
を

対
象
に
豊
岡
の
魅
力
を
紹
介
す
る

「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」を
、
昨

年
は
六
本
木
、
今
年
は
秋
葉
原
で

行
い
ま
し
た
。
盛
会
で
し
た
。

　

昨
年
、
兵
庫
県
パ
リ
事
務
所
の

尽
力
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
機

内
誌
の
編
集
長
が
豊
岡
に
取
材
に

来
ま
し
た
。
2
カ
月
連
続
で
城
崎

温
泉
を
は
じ
め
豊
岡
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
フ
ラ
ン
ス

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
取
材
に
来

ま
し
た
。
旅
行
・
観
光
紹
介
専
門

の
、
会
員
2
、5
0
0
万
人
の
テ

レ
ビ
で
す
。
京
都
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
し
、
高
い
。
そ
の
次
に
行

く
と
し
た
ら
、
ど
こ
に
日
本
的
な

ま
ち
が
あ
る
の
か
、
捜
し
求
め
て

の
来
豊
で
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
売
り
込
む
の
だ
!

豊
岡
は
ス
テ
キ
な
の
だ
。

売
り
込
め
！

33

　

6
月
15
日
、
早
朝
7
時
30
分
か

ら
立
野
橋
交
差
点
で
、
市
長
は
じ

め
市
職
員
と
全
但
バ
ス
㈱
社
員
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
豊
岡
駅
員
な
ど
約
40

人
が
参
加
し
、「
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」推
進
の
た
め
の
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
か
ら
鉄
道
や
バ
ス
な
ど

を
利
用
し
た
通
勤
に
転
換
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
公
共
交
通
を

守
る
と
と
も
に
、
二
酸
化
炭
素
削

減
に
よ
る
温
暖
化
防
止
や
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
市
と
公
共
交
通
機
関
と

が
連
携
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

　

市
で
は
、
7
月
か
ら
の
Ｆ
Ｍ
ジ

ャ
ン
グ
ル（
76
・
4
Mメ

ガ
ヘ
ル
ツ

H
z
）イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
に
合
わ
せ
て
、

7
月
5
日
か
ら
、
防
災
啓
発
番
組

「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」と
市
の
情

報
発
信
番
組「
と
よ
お
か
!
も
っ

と
教
え
隊
‼
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
の
番
組
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送（http://w

w
w

.764.fm
/

）

に
よ
り
、
海
外
ま
で
流
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
後
2
週
間
以
内
に

Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
保
管（
1
年
間
）さ
れ
ま
す
の

で
、
後
か
ら
で
も
放
送
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■﹁
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
﹂

　

水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
自
ら
の
判
断
で

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
こ

の
番
組
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
や
地
域
の
自
主
判
断
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

毎
回
、
日
本
の
防
災
分
野
の
第

〜
乗
っ
て
守
ろ
う
‼
〜

「
ｅイ

ー

通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た

〜
Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で
全
国
、そ
し
て
世
界
へ
発
信
〜

「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」「
と
よ
お
か
！
も
っ
と
教
え
隊
‼
」２
つ
の
番
組
ス
タ
ー
ト

ラ
ク
タ
ー「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」「
オ
ー

ち
ゃ
ん
」「
玄
さ
ん
」も
一
緒
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
へ
公
共
交

通
通
勤
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
役
所
の
ほ
か
に
市
内

6
事
業
所
が「
e
通
勤
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

︻
ｅ
通
勤
参
加
事
業
所
︼

・
㈱
三
井
住
友
銀
行
豊
岡
支
店

・
㈱
但
馬
銀
行

・
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合

・
但
馬
信
用
金
庫

・
関
西
電
力
㈱
豊
岡
営
業
所

・
豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

▲ドライバーには、信号待ちを利
用して啓発

一
人
者
な
ど
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、

防
災
・
減
災
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
ま
す（
関
連
記
事
17
ペ
ー
ジ

「
防
災
の
取
組
み
」）。

■﹁
と
よ
お
か
!
も
っ
と
教
え
隊
‼
﹂

　

旬
で
ホ
ッ
ト
な
豊
岡
の
魅
力
や

取
組
み
を
発
信
し
ま
す
。

○
放
送
日
時　

毎
月
第
1
・
第
3

週
月
曜
日
午
後
0
時
40
分
〜
15

分
間（
再
放
送
⋮
木
曜
日
午
後

8
時
〜
、
土
曜
日
午
後
8
時
30

分
〜
）
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大お
お

谿た
に

川が
わ

木
屋
町
通 

ホ
タ
ル
の
鑑
賞

温
泉
街
に
も

幸
せ
感
じ
る
ホ
タ
ル
の
名
所

城 崎城 崎

須
谷
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

雨
に
洗
わ
れ
つ
や
や
か
に

色
づ
く
ア
ジ
サ
イ
に
癒
さ
れ
て

竹 野竹 野

県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校
総
合
学
科

「
地
域
貢
献
班
」清
掃
活
動

今
日
は
ひ
か
り
幼
稚
園
を
美
し
く

豊 岡豊 岡

▲幻想的なホタルの舞に魅了される観光客や地元の方々

　

6
月
25
日
、
県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校
総
合
学
科

「
地
域
貢
献
班
」の
17
人
が
、
ひ
か
り
幼
稚
園
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
園
児
も
一
緒
に
草

取
り
に
参
加
し
、
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
、
園
庭
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

　

同
学
科
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
は
、
種
々
の

講
座
が
あ
り
、
こ
の
日
の
活
動「
地
域
貢
献
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」も
そ
の
1
つ
。
今
年
は
、
中
央
公
園
・
豊

岡
大
橋
周
辺
・
大
開
通
り
な
ど
の
清
掃
活
動
を
、
既

に
5
回
行
い
、
ま
ち
を
美
し
く
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
ら
は
、
近
隣
の
ひ
か
り
幼
稚
園
に
は
、
今
後

も
足
を
運
び
、
運
動
会
前
の
清
掃
や
冬
期
の
除
雪
な

ど
、
頼
も
し
い
助
っ
人
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

6
月
14
日
ご
ろ
か
ら
月
末
に
か
け
て
、
城
崎
温
泉

街
を
流
れ
る
大
谿
川
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
、

観
光
客
や
地
元
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

地
元
の
城
崎
温
泉
大
谿
川
ホ
タ
ル
再
生
の
会
が
中

心
と
な
り
、
主
に
、
ま
ん
だ
ら
橋
か
ら
下
流
約
1　
5

0
メ
ー
ト
ル
の
間
の
川
掃
除
や
護
岸
整
備
な
ど
、
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
実
を
結
び
、
昨
年
、

約
50
年
ぶ
り
に
同
場
所
に
ホ
タ
ル
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

川
沿
い
は
、
灯
ろ
う
を
段
ボ
ー
ル
で
囲
み
、
明
か

り
を
遮
っ
て
、
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
東
京
か
ら
観
光
で
訪
れ
た
桜
井
和
子
さ

ん
は「
情
緒
が
あ
り
、
ホ
タ
ル
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
て
感
激
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
、
竹
野
町
須
谷
の
円
通
寺
で「
第
16
回

須
谷
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開

催
さ
れ
、約
5
0
0
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
羽
柴
秀
吉
の
但
馬
攻
め
で
急
速
に

衰
退
し
た
同
寺
の
様
子
を
嘆
い
た
沢た

く

庵あ
ん

和お

尚し
ょ
う

が
寺
を

復
興
し
、
そ
の
際
に
薬
と
し
て
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、住
民
有
志
が

村
お
こ
し
の
一
環
で
約
5
、0
0
0
株
を
植
え
、
そ

の
開
花
に
合
わ
せ
て
18
年
前
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
そ
う
め
ん
や
赤
飯
な
ど
の
軽
食
販
売
や

も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
田　

勲い
さ
お

実
行

委
員
長
は「
今
後
、
さ
ら
に
景
観
を
良
く
し
、
来
場

者
を
増
や
し
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲幼稚園児と触れ合いながら、中庭から清掃スタート

▲色とりどりのアジサイの中に咲く来場者の傘の花
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Ｔと

よ

お

か

ｏ
ｙ
ｏ
ｏ
ｋ
ａ
シ
テ
ィ
パ
ー
ク

（
学
校
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
）

オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
う
っ
と
り

但 東但 東

第
５
回
ジ
ュ
ニ
ア
は
ば
タ
ン
Ｃカ

Ｕッ

Ｐプ

気
迫
あ
ふ
れ
る
好
プ
レ
ー
！

国
体
選
手
に
も
負
け
な
い
ぞ
‼

日 高日 高

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

薄
紫
色
の
花
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
…

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲決してあきらめない。最後まで全力プレーの選手たち

　

6
月
19
日
、
日
高
町
水み

の

上か
み

の
日
高
東
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
5
回
ジ
ュ
ニ
ア
は
ば
タ
ン
C
U
P
を
開

催
し
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
持
つ
市
内
3
中
学
校（
豊

岡
北
、
日
高
東
、
日
高
西
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
本
市
が
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
催
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
競
技
の
振
興
と
参
加
校
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

平
成
18
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
選
手
の
元
気
な
掛
け
声
と
と
も
に
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
早は

や

田た

唯ゆ

真ま

さ
ん（
日
高
東
中
3
年
）は「
チ
ー
ム
み
ん
な
で
声

を
出
し
合
っ
て
頑
張
れ
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る

女
の
子
が
増
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲オーボエ奏者の演奏を楽しむ児童たち

　

6
月
24
日
、
合
橋
小
学
校
で
、
小
学
校
ク
ラ
シ
ッ

ク
訪
問「
T
o
y
o
o
k
a
シ
テ
ィ
パ
ー
ク
」（
市
民

会
館
自
主
事
業
）を
開
催
し
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
松

本　

剛つ
よ
し

さ
ん
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の
濱
野
り
さ
さ
ん
が
、

85
人
の
全
校
児
童
を
前
に
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
を
伴
奏
に
校

歌
を
歌
っ
た
り
、「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」の
演
奏
で
は
、

手
拍
子
し
な
が
ら
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
、「
今
吹
い
て
い
る
オ
ー
ボ
エ
は
い

つ
か
ら
使
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」の
問
い
に
、
松
本

さ
ん
は「
こ
れ
は
、
2
〜
3
年
前
に
買
っ
た
も
の
で
、

プ
ロ
は
だ
い
た
い
10
年
ご
と
に
新
し
い
も
の
に
買
い

換
え
る
ん
だ
よ
」と
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
、
片
間
ふ
れ
あ
い
農
園（
出
石
町
片
間
）

で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
園
は
、
開
園
期
間
中
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花

摘
み
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
も
ぎ
取
り
体
験
を
有
料
で

行
っ
て
お
り
、
ま
つ
り
当
日
も
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
摘

み
を
す
る
方
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

片
間
ふ
れ
あ
い
農
園
組
合
長
の
中
嶋
弘
幸
さ
ん
は

「
春
先
の
低
気
温
で
花
の
咲
き
具
合
を
心
配
し
た
が
、

何
と
か
開
催
で
き
た
。
来
園
者
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
県
内
第
1
号
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」…
農
園
内
の

約
7
0
0
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
約
3
千
株
の
ラ
ベ

ン
ダ
ー
が
心
地
良
く
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。 ▲雨の中、ラベンダーに見入る来園者たち

広報とよおか　2010.7.2521



好
奇
心
旺
盛

　

毎
年
7
月
30
日
に
開
催
さ
れ
る

竹
野
の
夏
の
風
物
詩「
た
け
の
海

上
花
火
大
会
」で
、
訪
れ
る
見
物

客
ら
を
楽
し
ま
せ
る
も
う
1
つ
の

ア
イ
テ
ム（
小
道
具
）が
、
通
り

の
家
々
の
前
に
そ
っ
と
置
か
れ
る

「
和
み
の
灯
り
」。
こ
の
灯
り
作
り

に
取
り
組
み
、指
導
も
し
て
い
る
の

は
、
豊
岡
市
商
工
会
女
性
部
竹
野

支
部
長
の
米
田
扶
沙
子
さ
ん
で
す
。

　

手
先
の
器
用
な
米
田
さ
ん
は
、

洋
裁
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

30
年
前
く
ら
い
か
ら
は
、
家
業
の

電
器
店
経
営
の
傍
ら
、
皮
細
工
に

の
め
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。「
昔

か
ら
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
興
味
が
沸
く
ん
で
す

ね
」と
米
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

始
め
た
こ
ろ
は
無
我
夢
中

　

き
っ
か
け
は
、
商
工
会
主
催
の

講
習
会
で
、
和
紙
の
灯
り
作
り
を

学
ん
だ
こ
と
で
し
た
。「
講
師
の
方

が
持
っ
て
来
ら
れ
た
見
本
と
、
桜

の
木
や
流
木
が
置
か
れ
て
い
る
だ

け
で
し
た
か
ら
、
枝
を
切
っ
た
り

紙
を
張
っ
た
り
…
。
も
う
無
我
夢

中
で
し
た
ね
」と
米
田
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。
最
初
は
、

ひ
も
も
う
ま
く
く
く
れ
ず
、
す

ぐ
に
ぐ
ら
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
で
き
上
が
っ
た
灯
り
の

何
と
も
い
え
な
い
心
地
良
さ
に
癒

さ
れ
、
す
っ
か
り
和
み
の
灯
り
の

魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

同
じ
も
の
は
2
つ
と
な
い

　

和
み
の
灯
り
と
は
、
基
本
的
に

木
の
枝
や
竹
な
ど
を
ひ
も
や
ボ
ン

ド
で
三
角
錐
に
組
み
上
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
や
柄
の
和
紙
を
張
っ
て

仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
使
う
木
や

和
紙
の
種
類
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
持
つ
灯
り
が
生
ま
れ
ま

す
。「
2
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
で

き
な
い
ん
で
す
ね
。
自
分
だ
け
の

灯
り
。
そ
れ
が
魅
力
で
す
」と
米

田
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

桜
や
竹
、
黒
竹
、
南
天
、
流
木

…
と
、
ど
ん
な
材
料
で
も
、
米
田

さ
ん
の
手
に
か
か
る
と
立
派
な
ア

ー
ト
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。「
散

歩
を
し
て
い
て
も
、
木
や
流
木
が

落
ち
て
い
る
と
、
つ
い
拾
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
一
種
の
職
業（
趣
味
）

病
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
」と
米

田
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

木
の
枝
振
り
で
そ
れ

か
ら
で
き
る
灯
り
が

想
像
で
き
る
そ
う
で

す
。
そ
う
し
て
い
る

う
ち
に
和
紙
に
も
こ

だ
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
ゆ
か
た
リ
フ
ォ
ー
ム
展
」で

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

高
級
な
紙
や
落
ち
葉
を
挟
み
込

ん
だ
物
を
使
っ
た
り
と
…
。
和
紙

の
代
わ
り
に
自
分
の
古
い
浴
衣
を

使
っ
た
作
品
は
、
城
崎
文
芸
館
主

催
の「
ゆ
か
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
展
」

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
落
ち
て
い
る
木
や
着
な
く
な
っ

た
古
い
浴
衣
に
、
新
た
な
命
を
与

え
る
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
」と
話
す
米
田
さ
ん
は
ま
る
で

魔
術
師
の
よ
う
。
趣
味
が
高
じ
て
、

自
宅
前
に
工
房
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

構
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
女
性
部
竹
野
支
部
に

講
師
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け

て
行
き
、
交
流
を
持
ち
な
が
ら
和

み
の
灯
り
も
広
め
た
い
。
お
呼
び

が
掛
か
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行
き
ま

す
よ
」と
話
す
米
田
さ
ん
の
夢
は
、

和
み
の
灯
り
が
多
く
の
家
の
玄
関

を
や
さ
し
く
照
ら
す
こ
と
で
す
。

　

今
や
竹
野
地
域
で
こ
れ
を
持
た
な
い
家
は
な
い
く
ら
い
に

広
ま
っ
た「
和
み
の
灯
り
」。そ
の
仕
掛
け
人
の
１
人
で
あ
る

元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

米
田　

扶ふ

沙さ

子こ

さ
ん（
73
歳
）竹
野
町
竹
野

ま
ち
中
に｢

和な
ご

み
の
灯あ
か

り｣

を
広
め

ま
ち
も
人
々
の
心
も
和
ま
せ
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

さまざまな表情を持つ和みの灯り

▲何にでもチャレンジする好
奇心旺盛な米田さん。趣味は
皮細工

豊岡市商工会女性部竹野支部での和みの灯り作り 工房にレザークラフトと共に展示

広報とよおか　2010.7.25 22



　

出
石
ト
ン
ネ
ル
の
近
く
に
位
置

す
る
福
住
幼
稚
園
で
は
、
年
に
数

回
、
地
域
の
未
就
園
児
と
の
楽
し

い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
5
日
、
毎
年
恒
例
の「
た

な
ば
た
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て

み
ま
し
た
。

私
た
ち
の
お
願
い

か
な
う
と
い
い
な
！

　
「
警
察
官
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」

「
キ
ュ
ウ
リ
が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ

う
に
」「
家
族
が
元
気
で
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
」…
。園
児
た
ち
は
、「
ま

つ
り
」の
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

願
い
を
書

い
た
短
冊

や
飾
り
を

サ
サ
に
取

り
付
け
ま

す
。
私
た

ち
の
お
願

い
、
か
な
え
て
ね
!

み
ん
な
元
気
に

♪
サ
サ
の
葉
さ
〜
ら
さ
ら
♪

　

今
日
は
、
地

域
の
未
就
園
児

た
ち
を
招
待
し

ま
し
た
。

　

一
緒
に
、
七

夕
の
歌
を
歌
っ

た
り
、
先
生
の

紙
芝
居
を
見
た

り
…
。
ま
る
で

弟
や
妹
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

「
た
な
ば
た
ま
つ
り
」の

　
　

お
祝
い
に
⁉

　

園
長
先
生

が
、
特
別
に
手

品
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
園
児

た
ち
が「
ち
ち
ん

ぷ
い
ぷ
い
」と
お

ま
じ
な
い
を
唱
え

る
と
、
園
長
先
生
の
手
に
あ
る
ひ

も
が
固
い
棒
の
よ
う
に
…
。
園
児

た
ち
は
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

赤
色
、
黄
色
…

ゲ
ー
ム
も
楽
し
く
お
星
様
！

　

先
生
が
色
の
付
い
た
星
の
絵
を

配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。赤
、桃
、黄
、

緑
。
そ
れ
を
体
に
張
り
付
け
ま
す
。

先
生
が「
○
○
色
」と
言
う
と
、
そ

の
色
の〝
星
た
ち
〟は
、
座
っ
て

い
る
席
か
ら

違
う
席
へ
一

斉
に
動
き
出

し
ま
す
。
き

ら
き
ら
輝
く

星
の
よ
う
に
、

元
気
に
楽
し

く
駆
け
回
っ

て
い
ま
し
た
。

織
り
姫
様
、
ひ
こ
星
様

み
ん
な
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
！

　

楽
し
い
時
間
も
あ
っ

と
い
う
間
で
す
。
た
く

さ
ん
動
い
た
後
は
、
先

生
か
ら
凍
っ
た
ゼ
リ
ー

を
い
た
だ
き
、
ほ
お
張

り
ま
す
。
気
付
け
ば
、

み
ん
な
仲
良
し
。
織
り

姫
様
、
ひ
こ
星
様
、
あ

り
が
と
う
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
レ
ン
ズ（
日
高
）

　

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
レ
ン
ズ
は
、
代

表
者
の
辻
晋
一
郎
さ
ん（
日
高
町

名
色
）が
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
通

し
て
交
流
の
あ
っ
た
方
々
に
声
を

掛
け
、
3
年
前
に
結
成
し
た
ハ
ワ

イ
ア
ン
バ
ン
ド
で
す
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
10
人
で
、

地
元
の
方
と
半
数
以
上
の
Iア

イ

タ
ー

ン（
出
身
地
と
は
別
の
地
域
に
移

り
住
む
こ
と
）の
方

で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

毎
月
第
1
・
3
木

曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
辻
さ

ん
の
別
荘
を
改
修
し

た
音
楽
室
で
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
、
ウ
ク

レ
レ
、
ギ
タ
ー
、
ス

チ
ー
ル
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器
を
持

ち
、
コ
ー
ド
や
曲
の
出
だ
し
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
確
認
す
る
な
ど
、
皆

さ
ん
、
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、

20
代
の
こ
ろ
か
ら
愛
用
し
て
い
る

ギ
タ
ー
を
今
も
大
切
に
使
い
、
演

奏
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

練
習
の
合
間
に
は
、
近
況
を
報

告
し
あ
う
な
ど
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仲

間
と
の
触
れ
合
い
や
雰
囲
気
の
良

さ
が
、
楽
器
の
音
色
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。

　
「
メ
ン
バ
ー
に
は
、
弾
き
方
の

基
礎
を
一
か
ら
教
え
る
の
で
は
な

く
、
い
き
な
り
曲
を
弾
く
こ
と
で

楽
し
み
な
が
ら
音

楽
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

た
だ
、
最
初
の
曲

を
合
わ
せ
る
の
に

3
カ
月
も
掛
か
り

ま
し
た
」と
辻
さ

ん
は
笑
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
、
市
内

外
の
催
し
な
ど
に

出
演
し
、
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
8
月
29
日（
日
）に
朝

来
市
で
開
催
さ
れ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
発
表
会
で
、
地
元
神
鍋
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
バ
ッ
ク
で
演
奏

す
る
予
定
で
す
。

　

問
合
せ
は
、
辻
さ
ん
ま
で
。

☎
45
－
0
4
2
1

福
住
幼
稚
園
（
出
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
42
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑦

▲辻さん（右端）の掛け声で演奏を始める
メンバー
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
16

　

訪
問
販
売
契
約
あ
れ
こ
れ

広報とよおか　2010.7.25 24

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
で

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
た
か

ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
水
掛
け
論
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
事
実
関
係
を

明
確
に
し
て
お
く
た
め
、
手
続
き

は
書
面
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
発
信
主
義

　

販
売
業
者
へ
の
通
知
は
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
8

日
以
内
に
発
信
す
れ
ば
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。8
日
経
過
後
に
通
知

が
相
手
に
届
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
効
果

　

販
売
業
者
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
さ
れ
た
契
約
に
関
し
て
、
一

切
、
金
銭
を
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
商
品
の
返
還
費
用
は
、

販
売
業
者
が
負
担
し
ま
す
。

　

気
軽
に「
豊
岡
市
く
ら
し
の
相

談
室
」に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
は
、
無
店
舗
販
売
の

一
種
で
、
販
売
業
者
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
が
一
方
的
に
消
費
者
宅
な
ど

へ
訪
問
し
、
商
品（
権
利
・
役
務

を
含
む
）を
販
売
す
る
も
の
で
す
。

不
意
打
ち
的
な
販
売
方
法
で
あ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
被
害

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
消
費

者
保
護
の
規
制
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
は
、店
舗
な
ど
営
業
所

以
外
の
場
所
で
契
約
を
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
場
合
は
、
店
舗

な
ど
で
の
契
約
で
あ
っ
て
も
、
訪

問
販
売
に
該
当
し
ま
す
。

・
街
頭
な
ど
で
呼
び
止
め
て
店
舗

な
ど
に
同
行
さ
せ
た
場
合（
キ
ャッ

チ
セ
ー
ル
ス
）

・
目
的
を
偽
って
、
特
別
に
有
利
で

あ
る
と
言
って
来
所
さ
せ
た
場
合

（
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
）

■
訪
問
販
売
の
問
題
点

・
消
費
者
に
十
分
に
考

え
る
余
裕
が
な
い
。

・
販
売
業
者
の
情
報
が
な
い
。

・
販
売
商
品
な
ど
の
情
報
や
基
礎

知
識
が
な
く
、
業
者
の
ペ
ー
ス

で
話
が
進
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

・
閉
鎖
的
な
場
所
で
の
取
引
の
た

め
、
強
引
な
販
売
や
う
そ
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
や
す
い
。

■
訪
問
販
売
の
規
制
内
容

・
販
売
業
者
は
、
氏
名
、
業
者
名
、

訪
問
目
的
を
明
示
す
る
。

・
消
費
者
か
ら
申
込
み
や
契
約
を

受
け
た
販
売
業
者

は
、
そ
の
内
容
を

明
ら
か
に
し
た
書

面
を
交
付
す
る
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
る
。

・
そ
の
他
、
不
当
な
勧
誘
行
為
や

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
妨
害
の
禁

止
な
ど
が
あ
る
。

　
「
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
す
時

間
を
確
保
す
る
」と
い
う
制
度
で

す
。
申
込
書
面
や
契
約
書
面
な
ど
、

契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
の

交
付
が
消
費
者
に
対
し
て
な
さ
れ

た
日
か
ら
計
算
し
て
、
8
日
を
経

過
す
る
ま
で
の
間
は
契
約
解
除
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

訪
問
販
売
と
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

4

　

4
回
目
の
今
回
は
、
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」を
実
現
す
る
た

め
の
推
進
体
制
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
例
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

環
境
都
市  
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」実
現
の
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
践
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
に
経
済

成
長
戦
略
会
議
を
設
置

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
議
で
は
、
市
の
事
務
事
業

評
価
で
評
価
・
検
証
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
見
直
し
ま
す
。
内
容

に
よ
っ
て
は
、
予
算
編
成
や
組
織

改
編
な
ど
に
も
反
映
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市

だ
け
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、

関
係
機
関
や
団
体
、
事
業
者
な
ど

民
間
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
中
に
は
、
市
の
支

援
の
も
と
、
民
間
が
実
施
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
も
の
も
あ
り
、

官
と
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

践
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
実
践
し

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

1
つ
に「
B
級
ご
当
地
グ

ル
メ
の
開
発
支
援
」が
あ
り
ま
す
。

　

B
級
グ
ル
メ
は
、
地
元
の
食
材

を
使
い
、
日
常
的
に
食
さ
れ
る
庶

民
的
な
料
理
で
、
今
、
全
国
的
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

食
の
素
材
の
宝
庫
で
あ
る
豊
岡

で
は
、
グ
ル
メ
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

先
日
、
地
域
を
愛
す
る
若
者
や

元
気
者
、Iア

イ

タ
ー
ン
で
豊
岡
に
住
ん

で
い
る
方
な
ど
が
集
ま
り
、「
豊
岡

ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
検
討
会
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、検
討
会
を

発
展
さ
せ
た「
ご
当

地
グ
ル
メ
研
究
会

（
仮
称
）」を
設
立

し
、
豊
岡
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
の

発
掘
・
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
試
食
会
や
発
表
会
の
開
催

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

▲消費生活相談窓口の
　マスコットキャラクター
　「ホットちゃん」
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マ
ラ
ソ
ン
・
ア
ジ
ア
2
0
1
0
」

に
、
但
馬
技

術
大
学
校
自

動
車
部
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会

は
、世
界
最

大
規
模
の
省

エ
ネ
カ
ー
レ
ー

ス
で
、今
年
世
界
大
会
と
し
て
ア

ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
10
カ
国
か
ら
6
部
門
12
ク

ラ
ス
に
81
台
が
参
加
し
、日
本
か

ら
は
但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部

が
唯
一
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
規
定
距
離
を
規
定

時
間
内
に
走
行
し
、
消
費
し
た
燃

料
の
少
な
さ
を
競
い
、総
合
順
位
で
、

2
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

田
中
善
之
さ
ん（
日
高
町
栗
栖

野
出
身
）が
8
月
1
日
か
ら
イ
ラ

ン
で
開
催
さ
れ
る
F
I
S（
国
際

ス
キ
ー
連
盟
）ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選

手
権（
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
）の
日
本
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

■
安
全
功
労
者
表
彰

▽
小
谷　

果は
た
し（

正
法
寺
）

　
「
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
」は
、
路
線
バ
ス
撤
退

後
の
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」の
運

行
計
画
や
評
価
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
地
域
で
支
え

合
う
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
の
中

に
、
路
線
評
価
基
準
と
計
画
見
直

し
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
市
の
職

員
自
ら「
eイー
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
す
る
な
ど
、
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
・
再
生
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

6
月
18
日
、
三
田
共
用
会
議
所

（
東
京
都
港
区
）で
開
催
さ
れ
た
第

1
回
地
域
公
共
交
通
全
国
会
議
で

国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

■
兵
庫
県
知
事
表
彰

・
特
別
功
労
者
表
彰

▽
井い

藤と
う

泰
行（
城
崎
町
湯
島
）

■
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会
理
事

　

長
表
彰

・
優
良
事
業
所
表
彰

▽（
株
）ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス（
八

　

社
宮
）

▽
中
田
工
芸（
株
）（
日
高
町
江
原
）

・
優
良
危
険
物
取
扱
者
表
彰

▽
中
島　

健た
け
し（

日
高
町
太
田
）

▽
宇う

上じ
ょ
う

昌
孝（
正
法
寺
）

■
卓
球　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

▽
西
浦
功
一（
滝
川
第
二
高
校
3

　

年
・
出
石
町
鳥
居
出
身
）

　

7
月
8
日
〜
10
日
に
マ
レ
ー
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た「
シ
ェ
ル
・
エ
コ

　

兄
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
が
得
意
な
わ
が

家
の
わ
ん
ぱ
く
坊
主
２
号
！
大
け
が

せ
ず
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

亨
・
母 

裕
子
、八
社
宮
）

　

☆
１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う

☆
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ
て

ネ
。

（
父 

敏
宏
・
母 

直
美
、八
社
宮
）

村 尾 啓
けい

汰
た

ちゃん
（平成21年4月23日生）

有 田 朝
あさ

陽
ひ

ちゃん
（平成20年3月22日生）

　

い
つ
も
明
る
く
元
気
な
優
ち
ゃ

ん
。こ
れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
。

（
父 

和
彦
・
母 

尚
美
、戸
牧
）

岡 田 優
ゆう

菜
な

ちゃん
（平成20年4月24日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

１
歳
お
め
で
と
う
。颯
介
の
笑
顔

は
み
ん
な
の
笑
顔
を
呼
ぶ
よ
。こ
れ

か
ら
も
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
♪

（
父 

恒
毅
・
母 

優
子
、戸
牧
）

竹 村 颯
そう

介
すけ

ちゃん
（平成21年7月27日生）

　

笑
顔
が
い
い
よ
!!
お
兄
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

州
平
・
母 

智
子
、高
屋
）

森﨑菜
な

々
な

実
み

ちゃん
（平成21年9月28日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

但
馬
技
術
大
学
校
自
動
車
部

「
シ
ェ
ル
・
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
・

 

ア
ジ
ア
2
0
1
0
」
に
参
加

平
成
22
年
度

安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

「
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」が
地
域
公
共

交
通
活
性
化・再
生
優
良
団
体

　
　
　

大
臣
表
彰
を
受
賞

平
成
22
年
度
兵
庫
県
危
険
物

安
全・安
心
大
会
表
彰

豊
岡
市
出
身
の
田
中
善よ

し

之ゆ
き

選
手

が
、
F
I
S
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選

手
権（
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
）の

　

日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
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一
人
で
は
長
続
き
し
な
か
っ
た

自
宅
で
の
運
動
習
慣
。
こ
の
講
演

会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
健

康
へ
の
関

心
を
深
め
、

運
動
習
慣

の
あ
る
い

き
い
き
と

期　

間

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く

の
方
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
8
月
15
日（
日
）、
日

本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、

正
午
を
合
図
に
1
分
間
の
黙
と
う

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
正
午
の

時
報
を
合
図
に
、
追
悼
と
平
和
の

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

○
あ
な
た
の
家
は

大
丈
夫
？
日
ご

ろ
か
ら
電
気
使

用
の
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
家
用
施
設
の
電
気
事
故
は
日

ご
ろ
の
チ
ェッ
ク
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
地
震
・
雷
・
風
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら

電
気
の
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　
（
財
）関
西
電
気
保
安

協
会
豊
岡
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
－
5
5
0
8

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

8
月
15
日
は

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し

　
　

平
和
を
祈
念
す
る
日
」

8
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

〜
道
路
は
正
し
く
利
用
し

美
し
く
〜

　

路
上
に
許
可
な
く
置
か
れ
て
い

る
看
板
や
植
木
鉢
な
ど
の
工
作
物
、

路
上
に
は
み
出
し
た
庭
木
の
枝
葉

な
ど
は
、
道
路
を
利
用
す
る
人
や

車
の
往
来
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
、
路
上
に
物
を
置

く
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
、
県
、

ま
た
は
市
な
ど
の
道
路
を
管
理
す

る
機
関
に
、
道
路
占
用
許
可
の
承

認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
は
、
み
ん
な
の
大
切
な
財

産
で
す
。
誰
も
が
安
全
に
、
安
心

し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

路
上
に
は
物
を
置
か
ず
、
庭
木
の

枝
葉
な
ど
が
は
み
出
し
て
い
る
場

合
は
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
宅
地
を
造
成
す
る
た
め
、

出
入
口
を
市
道
側
に
取
り
付
け
た

い
」、「
車
道
と
歩
道
の
段
差
を
な
く

し
、駐
車
場
へ
の
出
入
り
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
た
い
」と
い
う
場
合
に
は
、

道
路
管
理
者

へ
工
事
申
請

し
、
承
認
を

受
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

建
設
課
建
設
管
理
係

☎
23
－
1
1
1
5

　

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
歴
代
入

催　

し

神
鍋
マ
ラ
ソ
ン
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

歴
代
入
賞
作
品
展

賞
作
品
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
懐
か
し
い
写
真
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

8
月
29
日（
日
）ま
で

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

セ

ン
タ
ー
棟
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
日
高
町

名
色
）

▽
問
合
せ　

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
事
務
局（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
内
）☎
21
－
9
0
2
3

健
康
づ
く
り
講
演
会

「
い
き
い
き
生
き
る
」　
　
　

 

〜
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
に
学
ぶ
！

い
つ
ま
で
も
元
気
に
若
々
し
く

あ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
！
〜▲女子プロゴルファー

杉本真美さん
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し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

・
第
1
回　

8
月
20
日（
金
）午
後

7
時
〜
9
時（
受
付
午
後
6
時
30

分
〜
）

・
第
2
回　

8
月
21
日（
土
）午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分（
受
付
午

後
1
時
〜
）

▽
場
所　

・
第
1
回　

竹
野
総
合
支
所　

2

階　

大
会
議
室

・
第
2
回　

但
東
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

2
階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室（
但
東
町
出
合
）

▽
講
師　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

　

杉
本
真ま

美み

さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

各
回
1
0
0
人
程
度

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

8
月
18
日（
水
）

▽
そ
の
他

・
但
東
会
場

に
限
り
、

講
演
会
終

了
後
、
パ

タ
ー
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す〔
希
望
の
方
は
、

事
前
に
申
し
込
み（
先
着
5
人
）

の
上
、当
日
パ
タ
ー
と
ボ
ー
ル
を

持
参
く
だ
さ
い
〕。

・
当
日
2
会
場
で
、希
望
者
に「
体

組
成
計
の
体
年
齢
測
定
」や「
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

第
43
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
部
リ
ー
グ
豊
岡
大
会

　

世
界
一
競
技
レ
ベ
ル
の
高
い
リ
ー

グ
と
言
わ
れ
る「
第
43
回
日
本
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
1
部
リ
ー
グ
」を
本

市
で
開
催
し
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
世
界
で
活

躍
す
る
、
各
国
を
代
表
す
る
選
手

の
プ
レ
ー

を
間
近
で

見
る
こ
と

が
で
き
る

ま
た
と
な

い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
観
戦
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

○
第
1
日　

10
月
2
日（
土
）

・
午
前
10
時
30
分
〜　

豊
田
自
動

織
機
V
S
戸
田
中
央
総
合
病
院

・
午
後
1
時
〜　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

V
S
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

○
第
2
日　

10
月
3
日（
日
）

・
午
前
10
時
30
分
〜　

日
立
ソ
フ

　

地
元
に
古
く
か
ら
伝
わ
る「
べ
ろ

べ
ろ
節
」や「
松
坂
節
」を
、一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容　

○
8
月
14
日（
土
）午
後
7
時
〜
盆

踊
り
、
9
時
〜
お
菓
子
配
り

○
8
月
15
日（
日
）午
後
7
時
〜
盆

踊
り
、
8
時
35
分
〜
仮
装
コ
ン

テ
ス
ト

▽
場
所　

市
役
所

前
駐
車
場

◆
盆
踊
り
練
習
会

▽
日
時　

8
月
7

日（
土
）、
11
日（
水
）午
後
7
時

30
分
〜
9
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館　

3

階　

集
会
室（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
よ
う
振
興

会
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委

員
長　

日
下
部
昌
男
さ
ん

　

☎
22
－
2
0
0
8

ト
ウ
ェ
ア
V
S
豊
田
自
動
織
機

・
午
後
1
時
〜　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

V
S
戸
田
中
央
総
合
病
院

▽
場
所　

県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高

町
名
色
）

▽
入
場
料

・
前
売
券　

一
般
1
、
0
0
0
円

中
学
・
高
校
生
6
0
0
円

・
当
日
券　

一
般
1
、
2
0
0
円

中
学
・
高
校
生
8
0
0
円

※
入
場
券
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
県

立
但
馬
ド
ー
ム
、
ま
た
は
市
内

体
育
施
設
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

▽
問
合
せ　

第
43
回
日
本
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
1
部
リ
ー
グ
豊
岡

大
会
実
行
委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
内
）☎
21
－
9
0
2
3

▽
日
時　

8
月
21
日（
土
）午
前
10

時
〜

▽
場
所　

市
民

会
館　

文
化

ホ
ー
ル（
立
野

町
）

▽
講
師　

マ
ン

ガ
家
・
大
阪
芸
術
大
学
教
授　

里
中
満
智
子
さ
ん
、
作
家
・
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長　

阿あ

刀と
う

田だ

高た
か
し

さ
ん

▽
参
加
費　

1
、5
0
0
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
県
立
但
馬
文
教

府
、
各
市
町
教
育
委
員
会
、
市

民
会
館
な
ど
で
販
売

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
文
教
府

　

☎
22
－
4
4
0
7

第
43
回
文
教
府
夏
期
大
学　

市
伝
統
芸
能
伝
承
事
業

　
　
　

豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
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出
石
永
楽
館

　
　
「
茂し

げ

山や
ま

お
豆
腐
狂
言
」

▽
日
時　

9
月
27
日（
月
）午
後
6

時
30
分
〜

▽
場
所　

出
石
永
楽
館（
出
石
町
柳
）

▽
演
目　

ト
ー
ク「
狂
言
は
楽
し
い

お
芝
居
で
す
」、水み

ず

掛か
け

聟む
こ

、
素す

袍お
う

落お
と
し

、
蝸か

牛ぎ
ゅ
う

▽
出
演
者　

茂し
げ

山や
ま

千せ
ん

之の

丞じ
ょ
う

、
茂
山

七し

め
五
三
、
茂
山
あ
き
ら
、
茂
山

逸い
っ

平ぺ
い

、
茂
山
童ど

う

司じ

、
丸
山
や
す

し
、
井
口
竜
也

※
演
目
お
よ
び
配
役
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
入
場
料　

4
、0
0
0
円（
全
席

▽
日
時　

8
月
6
日（
金
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

民
活
動
室
C（
大
手
町
）

▽
対
象　

高
校
生
と
保
護
者
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

▽
内
容　

平
成
22
年
度
自
衛
官
な

ど
募
集
種
目
の
内
容
説
明
、
質

疑
応
答

▽
問
合
せ　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部
豊
岡
出
張
所

　

☎
22
－
3
9
7
8

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

指
定
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、出
石
永
楽
館
、市

民
会
館
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、八

鹿
文
化
会
館
で
販
売〔
7
月
31
日

（
土
）午
前
9
時
か
ら
販
売
開
始
〕

▽
問
合
せ　

文
化
振
興
課

　

☎
23
－
1
1
6
0
ま
た
は
出
石

永
楽
館
☎
52
－
5
3
0
0

　

3
月
公
演
の
熱
い
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
、ア
ン
コ
ー
ル
公
演
を
開
催
。

　

中
嶋
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
菓

祖「
田た

道じ

間ま

守も
り

」が
、
常
世
の
国
に

不
老
不
死
の
非と

き

時じ
く
の
か
ぐ
の
み

香
菓
を
探
し
に

行
く
古
代
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
。

▽
日
時　

9
月
18
日（
土
）午
後
7

時
〜
、
19
日（
日
）午
後
2
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　
「
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ
」（
大
手
町
）

▽
入
場
料（
全
席
自
由
）

・
前
売
券
…
一
般
1
、0
0
0
円
、

　

ペ
ア
1
、
5
0
0
円
、
高
校
生

以
下
・
65
歳
以
上
8
0
0
円

・
当
日
券
…
一
般
1
、2
0
0
円
、

　

高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
1
、

　

0
0
0
円

※
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
の
み

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

演
劇
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Zゼ

ロ

E
R
O・6

ア
ン
コ
ー
ル
公
演

但
馬
伝
説「
非と

き
時じ

く
」-

と
き
じ
く-

募　

集

「
豊
岡
・
り
く
娘
」募
集

　

10
月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）に

開
催
す
る「
第
13
回
大
石
り
く
ま
つ

り
」や
、
り
く
の
ふ
る
里「
豊
岡
」の

P
R
な
ど
で
活
躍
す
る「
豊
岡
・
り

く
娘
」を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
ま
た

は
在
勤
し
、
19
歳
以
上
30
歳
未

満（
7
月
1
日
現
在
）の
未
婚
女

性
で
、
大
石
り
く
ま
つ
り
の
ほ

か
、
各
種
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
活
動

や
観
光
諸
行
事
の
P
R
に
協
力

で
き
る
方

▽
任
期　

次
回
の
大
石
り
く
ま
つ

り
開
催
ま
で（
約
1
年
間
）

▽
定
員　

2
人

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
申
込
方
法　

豊
岡
観
光
協
会
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、写
真（
全
身
ま
た
は
上
半

身
）を
添
え
、申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

8
月
31
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

大
石
り
く

ま
つ
り
実
行
委
員
会（
豊
岡
観
光

協
会
内
）

　

☎
22
－
8
1
1
1

▽
出
発
日　

8
月
28
日（
土
）

▽
行
程　

豊
岡
駅
発
午
前
9
時
10

分
ご
ろ
→（
北

近
畿
タ
ン
ゴ

　

鉄
道
）→
天
橋

立
駅
着
午
前

10
時
30
分
ご

ろ
→
天
橋
立

ワ
イ
ナ
リ
ー

→
奥
伊
根
温

泉「
油
屋
」（
昼

「
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
で
行
く

豊
岡
市
民
号
〜
伊
根
湾
ほ
ろ

酔
い
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
〜
」　
　

参
加
者
募
集

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
、
市
民
会
館
、
図
書
館
本
館
、

　

城
崎
・
竹
野
・
日
高
地
域
の
各

地
区
公
民
館
、
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
、

但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
販
売

▽
そ
の
他　

・
一
時
保
育（
1
歳
半
か
ら
就
学
未

満
）が
利
用
で
き
ま
す
〔
利
用
す

る
方
は
、
8
月
28
日（
土
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
〕。

・
舞
台
ス
タ
ッ
フ
、
村
人
役
の
出

演
者
を
若
干
名
募
集
し
ま
す〔
8

月
20
日（
金
）締
め
切
り
〕。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0
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食
）→
伊
根
湾
巡
り
→
向
井
酒
造

→「
伊
根
の
舟
屋
」見
学
・
散
策
→

天
橋
立
駅
発
午
後
4
時
40
分
ご

ろ
→（
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）→
豊

岡
駅
着
午
後
6
時
15
分
ご
ろ

※
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
以
外
の
移

動
は
、
貸
切
バ
ス

▽
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

▽
参
加
費　

大
人
6
、
2
0
0
円

子
ど
も（
小
学
生
）3
、1
0
0
円

※
代
金
に
は
、鉄
道
往
復
運
賃
、バ

ス
代
、
遊
覧
船
代
、
昼
食
代（
飲

物
代
は
別
料
金
）、保
険
料
含
む
。

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

都
市
整
備
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
の

窓
口
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
企
画
総
務
課

　

☎
0
7
7
3
－
24
－
2
5
1
0

社
会
福
祉
法
人　

み
え
保
育
園

保
育
士
・
調
理
師
募
集

▽
募
集
職
種　

常
勤
保
育
士
・
常

勤
調
理
師　
　

▽
募
集
人
員（
予
定
）　

保
育
士
2

人
、
調
理
師
1
人

▽
受
験
資
格　

昭
和
55
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
、
短
期
大
学

（
専
門
学
校
）以
上
卒
業
者
ま
た

は
平
成
23
年
3
月
卒
業
見
込
み

者
で
次
の
方

・
保
育
士
…
保
育
士
資
格
お
よ
び

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

・
調
理
師
…
調
理
師
免
許
お
よ
び

栄
養
士
資
格
を
有
す
る
方

◆
試
験

○
第
1
次
選
考　

▽
日
時　

9
月
17
日（
金
）ま
で
の

2
日
間（
土
曜
日
は
除
く
）

▽
場
所　

み
え
保
育
園（
鎌
田
）

▽
内
容　

保
育
実
習
、
調
理
実
習

※
保
育
士
資
格
修
得
に
伴
う
保
育

実
習（
大
学
側
の
要
請
で
行
う
実

習
）を
み
え
保
育
園
で
受
け
る
と

第
1
次
選
考
は
受

験
済
に
な
り
ま
す
。

○
第
2
次
選
考

▽
日
時　

10
月
3
日（
日
）

▽
場
所　

み
え
保
育
園

▽
内
容　

面
接
、
論
文

▽
提
出
書
類　

・
保
育
士
…
保
育
士
資
格
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
の
証
明
書（
見
込
み

証
明
書
）、履
歴
書
、成
績
証
明
書

・
調
理
師
…
調
理
師
免
許
、
栄
養

士
資
格（
見
込
み
証
明
書
）、
履

歴
書
、
成
績
証
明
書

▽
採
用
予
定　
平
成
23
年
4
月
1
日

▽
申
込
方
法　

提
出
書
類
を
持
参

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ

第
35
回
但
馬
文
学
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・
川
柳
の

合
同
作
品
発
表
と
研
さ
ん
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
13
日（
土
）午
前
9

時
40
分
〜

▽
場
所　
県
立
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

▽
対
象　

短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ

員
ま
た
は
短
詩
型
文
学
に
関
心

の
あ
る
方
、
児
童
、
生
徒（
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど
）

◆
作
品
募
集

▽
部
門　

短
歌
・
俳
句
・
冠
句
・

川
柳（
課
題
な
ど
の
詳
細
は
問
合

せ
く
だ
さ
い
）

▽
応
募
点
数

・
一
般
の
部
…
各
部
門
1
人
1
点

・
児
童
・
生
徒
の
部
…
い
ず
れ
か

1
部
門
で
1
人
1
点

※
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
参
加
費　

1
部
門
1
、0
0
0
円

（
児
童
・
生
徒
は
無
料
）

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持
参

ま
た
は
郵
送
で
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

・
一
般
の
部
…
8
月
31
日（
火
）

・
児
童
・
生
徒
の
部
…
9
月
7
日（
火
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

県
立
但
馬
文

教
府
☎
22
－
4
4
0
7

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

9
月
13
日（
月
）必

着（
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

▽
応
募
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
法

人
み
え
保
育
園（
〒
6
6
8
－
0

　

8
1
1　

鎌
田
1
1
6
）

　

☎
24
－
0
4
6
2

子
ど
も
写
生
会「
出
石

城
下
を
描
く
」参
加
者
募
集

▽
日
時　

8
月
28
日（
土
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時（
予
定
）

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館
前
広

場（
雨
天
の
場
合
は
、出
石
総
合

支
所
市
民
ホ
ー
ル
）

▽
対
象　

市
内
の
幼
稚
園
児
、小
・

中
学
生（
親
子
で
の
参
加
可
）

▽
指
導
者　

小
・
中
学
校
の
教
員

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
元
教
員
）

▽
持
ち
物　

絵
の
具
、
画
板
、
弁

当
、
水
筒
、
敷
物
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
ア
イ
ス
ノ
ン
な
ど

※
画
用
紙
は
、
美
術
館
で
準
備
し

ま
す
。

▽
参
加
費　

1
5
0
円（
保
険
料
含

む
）

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）　

▽
申
込
期
間　

7
月
25
日（
日
）〜

8
月
7
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

伊
藤
清
永

美
術
館
☎
52
－
5
4
5
6
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教　

室

木
工
・
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

竹
野
南
里
山
の
会

で
は
、
森
林
体
験
を

通
し
て
自
然
の
営
み

を
学
び
、
心
の
豊
か

さ
を
高
め
る
た
め
、「
木
工
・
ウ
ッ
ド

バ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
28
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時（
受
付
午
前

9
時
〜
）※
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野

町
森
本
）

※
受
付
は
、
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

▽
内
容　

板
と
糸
ノ
コ
を
使
っ
た

組
木
作
り
、
電
熱
ペ
ン
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
作
り

▽
参
加
費　

1
人
1
、
0
0
0
円

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴

▽
持
ち
物　

軍
手
、タ
オ
ル
、雨
具

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
し
ま
す
。材
料
は
用
意
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

8
月
17
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3

種目 日程 時間 場所 内容 対象 申込方法 申込み・問合せ その他

太極拳

10月６日（水） 13：30〜15：00 市民体育館

初心者、年齢
に関係なく、
楽しい太極
拳入門

健康な
男女

直接会場へ
お越しくだ
さい

山口逸也さん
☎079–677–0148、
　090–3822–8595

運動のでき
る服装、室
内シューズ
持参

10月20日（水）

10月６日（水） 19：30〜21：00 塩津区体育館

10月７日（木） 19：30〜21：00 日高農村環境改
善センター10月14日（木）

10月７日（木） 19：30〜21：00 但東健康
福祉センター10月14日（木）

10月８日（金） 20：00〜21：30 城崎地区
公民館10月22日（金）

10月１日（金） 19：45〜21：15 出石農村環境
改善センター10月５日（火） 13：30〜15：0010月12日（火）

なぎなた

９〜10月の
毎週月曜日 19：00〜20：30 日高小学校

体育館
なぎなた基本
練習

どなたでも
（50代、60
代の方大
歓迎）

直接会場へ
お越しくだ
さい

山本厚子さん
☎090–2595–3549

９〜10月の
毎週金曜日 19：00〜20：30 豊岡小学校

体育館９〜10月の
毎週土曜日 16：00〜17：30

テニス ８〜９月の
毎週金曜日 19：30〜21：30 神美台

スポーツ公園
初心者テニ
ス教室

中学生以
上

８ 月 ５ 日
（木）までに
申し込みく
ださい。

斎藤直喜さん
☎090–3496–3739

少林寺
拳法

10月13日（水）

19：30〜20：30

豊岡小学校
体育館１階

少林寺拳法
の基本

小学生以
上

直接会場へ
お越しくだ
さい。

松田省吾さん
☎090–3352–6479

10月15日（金）
10月20日（水） 日高農村環境

改善センター10月22日（金）
10月25日（月） 出石中学校

体育館２階10月28日（木）
男子家庭
バレー
ボール

９月５日（日）
13：00〜14：00

市民体育館 ルール説明、
技術指導

小学生高
学年以上

前日までに
申し込みく
ださい。

平田三喜男さん
☎090–3494–134311月21日（日） 日高文化体育館

家庭婦人
バレー
ボール

８月７日（土） 19：30〜22：00 豊岡小学校
体育館

バレーボール
の基本

市内在住
または在
勤の女性

（学生・生
徒除く）

直接会場へ
お越しくだ
さい。

小川恵子さん
☎22–7685 運動できる

服装・室内
シューズ持
参

９月15日（水） 20：00〜22：00 城崎小学校
体育館

谷口泰子さん
☎20–6191

９月24日（金） 20：00〜22：00 出石中学校
体育館

川見真貴子さん
☎52–3369

「とよおかスポーツフェスティバル2010」市民スポーツ教室
　豊岡市体育協会では、市民の皆さんのスポーツに親しむきっかけづくりのため、気軽に参加できるスポーツ教
室を開設します。ぜひ、参加ください。　 ＜問合せ＞豊岡市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎21–9023
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ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
手

軽
に
で
き
る
健

康
づ
く
り
の
方

法
を
一
緒
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

8
月
11
日
、
25
日
、
9

月
15
日
、
29
日
、
10
月
13
日
、

27
日
、
11
月
17
日
の
い
ず
れ
も

水
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

市
民

▽
内
容　

健
康
講
話
、
栄
養
実
習

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

8
月
3
日（
火
）〜

9
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

◆
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
音
響
応
用
・

実
践
」講
座

　

講
師
に
ポ
ッ
プ
サ
ウ
ン
ド
サ
ー

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
24ｰ

3
0
0
0

講　

習

ビ
ス
代
表
の
増
田

恭や
す

博ひ
ろ

さ
ん
を
招
き
、

「
Pピ

ー

Aエ
ー

と
は
何
か
」

「
音
響
の
基
本
シ
ス

テ
ム
と
考
え
方
」に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

・
8
月
19
日（
木
）午
後
7
時
〜

・
8
月
20
日（
金
）午
後
7
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
受
講
料　

1
、0
0
0
円（
2
日
間
）

▽
定
員　

40
人

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
も

可
能
）。

◆
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
戯
曲
」講
座

　

講
師
に
俳
優
・
脚
本
家
・
文

学
座
所
属
の
瀬

戸
口
郁か

お
る

さ
ん
を

招
き
、「
戯
曲
と

は
」、「
戯
曲
の

読
み
方
」、「
戯

曲
を
書
く
に

は
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

・
9
月
3
日（
金
）午
後
7
時
〜

・
9
月
4
日（
土
）午
前
10
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

▽
受
講
料　

1
、0
0
0
円（
2
日
間
）

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
も

可
能
）。

◆
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
体
験
講
座

　

あ
な
た
も
戯
曲（
芝
居
の
台
本
）

を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
程　

・
第
1
回　

9
月
9
日（
木
）

・
第
2
回　

9
月
22
日（
水
）

・
第
3
回　

9
月
29
日（
水
）

・
第
4
回　

10
月
6
日（
水
）

・
第
5
回　

10
月
13
日（
水
）

・
第
6
回　

10
月
20
日（
水
）

・
第
7
回　

10
月

27
日（
水
）

・
第
8
回　

11
月

3
日（
水
・
祝
）

・
第
9
回　

11
月

11
日（
木
）（
リ
ハ
ー
サ
ル
）

・
第
10
回　

11
月
12
日（
金
）（
発
表

公
演
）

▽
時
間　

午
後
7
時
〜
9
時
30
分

※
第
10
回
は
、
午
後
6
時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

リ

ハ
ー
サ
ル
室

※
第
9
・
10
回
は
、
交
流
サ
ロ
ン

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人
程
度

▽
申
込
方
法　

事
前

に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

9
月
1
日（
水
）

　

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
食
生
活
の
正
し
い
理

解
を
深
め
、
望
ま
し
い
習
慣
を
身

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

幼
児
が
食
べ
る
こ
と
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
食
育
を
実

践
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　

料
理
を
通
し
て
、

一
緒
に
簡
単
に
で

き
る
食
事
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

9
月
3
日
、
17
日
、
10

月
1
日
、
15
日
、
29
日
の
い
ず

れ
も
金
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜

正
午（
5
回
）

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

3
歳
児
以
上
就
学
前
の

幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

食
育
の
話
、
調
理
実
習

▽
参
加
費　

1
回
1
組
2
0
0
円

▽
定
員　

12
組（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

8
月
9
日（
月
）〜

26
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7
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子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座

　

少
子
化
の
進
行
、
核
家
族
世
帯

の
増
加
で
、
今
ま
で
以
上
に
地
域

で
子
育
て
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
楽
し
み
を
感
じ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た

る
“
ほ
っ
と
”
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

目
指
し
、
地
域
で
子
育
て
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要

▽
日
時　

8
月
17
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石

町
水む

な

上が
い

）

▽
内
容　

観
葉
植
物
を
使
っ
た
寄

せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ

ん
▽
受
講
料　

2
、0
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

8
月
5
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4

花
の
講
習
会（
8
月
講
座
）

な
知
識
や
理
解
を
深
め
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

子
育
て
支
援
に
関
心
の

あ
る
方
で
、
全
3
回
の
講
座
に

出
席
で
き

る
方

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

50
人

▽
申
込
期
限　

8
月
16
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
豊
岡
地
区
セ
ン

タ
ー

　

☎
23
－
2
5
7
3

FAX 

24
－
4
5
1
1

　

ま
た
は
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
24
－
4
6
0
4

FAX 

24
－
4
7
4
0

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
市
民
講
座

「
星
空
観
察
会
」

　

月
、
七
夕
の
星
、
天
の
川
な
ど

夏
の
星
空
を
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時　

8
月
19
日（
木
）午
後
7

時
30
分
〜
9
時
30
分

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

駐
車
場（
祥
雲
寺
）

▽
対
象　

小
学
校
3
年
生
以
上
の
方

※
小
・
中
学
生
は
、保
護
者
同
伴

▽
講
師　

里
の
会

の
皆
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

先
着
50
人

▽
申
込
期
限　

8
月
15
日（
日
）

▽
そ
の
他　

雨
天
、
曇
天
の
場
合

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
、

星
の
話
を
行
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
☎
23
－
7
7
5
0

　

認
知
症
の
知
識
や
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
な
ど
、
生
活
に
身
近

な
事
柄
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

　

自
分
、
家
族
、
地

域
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
第
一
部

○「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

▽
日
時　

8
月
29
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室（
立
野
町
）

▽
講
師　

中
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

中
治
隆
宏
さ
ん

◆
第
二
部

○「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」、

「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

▽
日
時　

9
月
25
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室

▽
講
師　

市
消
費
生
活
相
談
員　

安
井
る
み
子
さ
ん
、
兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部
所
属
司
法

い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座

書
士　

福
田
伸
之
さ
ん

共
通
事
項

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
認
知
症
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
ま
た
は
成
年

後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

80
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

市
民
課
、
高
年
福

祉
課
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

7
月
26
日（
月
）〜

8
月
25
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
年
福
祉
課

　

☎
29
－
0
0
5
5

FAX 

24
－
9
0
8
8

◆
森
本
診
療
所
☎
48
－
0
0
0
1

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
金
）　

◆
神
鍋
診
療
所
☎
45
－
0
0
0
3

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
金
）

◆
資
母
診
療
所
☎
56
－
0
3
0
3

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
金
）

◆
高
橋
診
療
所
☎
55
－
0
0
3
6

▽
休
診
日　

8
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　

8
月
16
日（
月
）

市
立
診
療
所
の
休
診
の
お
知
ら
せ

そ
の
他

回 日時 場所 内容・講師

1 ８月20日（金）
午後１時30分〜３時30分

豊岡市民プラザ
市民活動室

講　義 ： 「パパの子育て・家族の子育て・地域の子育て
　　      〜みんなで子育てを楽しめる社会を考えよう〜」
講　師 ： 神戸常盤大学短期大学幼児教育学科
　　　   小﨑　恭

やす

弘
ひろ

さん

2 ８月25日（水）
午後１時30分〜３時30分

子育て総合センター
子育て学習室

実　技 ： 「絵本は心の栄養、ビタミン“愛”
　　      〜ほのぼの絵本講座〜」
講　師 ： 絵本ワールド「空・そら・ソラ」
　　　   細見　尚美さん

3 ８月27日（金）
午後１時30分〜３時30分

豊岡市民プラザ
市民活動室

座談会 ： 「私にできる子育て支援
　　　   〜子どもの笑顔を咲かせよう〜」
講　師 ： 豊岡市ボランティア・市民活動センター職員
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休
日
急
病
診
療
所

  
お
盆
の
診
療
の
お
知
ら
せ

　

休
日
急
病
診
療
所
は
、
日
曜
日
、

祝
日
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

お
盆
も
診
療

を
行
い
ま
す

の
で
、
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
お
盆
の
診
療
日
時　

8
月
15
日

（
日
）午
前
9
時
〜
11
時
30
分
・

午
後
1
時
〜
4
時
30
分（
受
付

時
間
）

※
診
療
日
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所（
立

野
町　

豊
岡
健
康
福
祉
施
設
内
）

☎
23
－
9
2
1
9

駅
前
駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
を

整
理
し
ま
す

　

駅
前
駐
輪
場（
豊
岡
駅
、竹
野
駅
、

城
崎
温
泉
駅
、
江
原
駅
、
国
府
駅
）

に
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
仮
置

き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
し
出
が
な
い
場

合
、
市
の
条
例
に
基
づ
き
処
分
し

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

現
地
で
確
認
の
上
、
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
仮
置
場
所　

各
駅
前
駐
輪
場
内

▽
申
出
期
限　

平
成
23
年
2
月
1

日（
火
）

▽
問
合
せ　

・
都
市
整
備
課
☎
23
－
1
7
1
2

・
城
崎
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
6
5

・
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3

・
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
5
6

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

　

住
宅
再
建
共
済
制
度「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
」は
、住
宅
を
所
有
す
る

方
な
ど
に
加
入
い
た
だ
き
、
平
常

時
か
ら
資
金
を
寄
せ
合
う
こ
と
に

よ
り
台
風
、
地
震
な
ど
全
て
の
自

然
災
害
発
生
時
に
被
害
を
受
け
た

住
宅
な
ど
の
再
建
・
補
修
を
支
援

す
る
も
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
わ
が
家
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
、
加
入
く
だ
さ
い
。

◆
家
財
共
済
給
付
金
を
8
月
1
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
開
始

　

県
で
は
、
住
宅
と
共
に
家
財
も

被
災
者
の
生
活
基
盤
と
し
て
不
可

欠
で
あ
り
、
被
災
地
の
早
期
の
復

興
・
再
生
の
た
め
、
家
財
を
対
象

と
し
た
家
財
共
済
給
付
金
を
新
設

し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

県
内
の
郵
便
局
窓

口
や
郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　
（
財
）兵
庫
県
住
宅
再

建
共
済
基
金
業
務
課（
〒
6
5

　

0
－
8
5
6
7　

神
戸
市
中
央

区
下
山
手
通
5
－
10
－
1
）

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
総
務
防

災
課
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
担
当

　

☎
23
－
1
0
0
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
eb.pref.hyogo.jp

/w
d34/phoenixkyosai.htm

l

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
8
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

加 入 者 　県内の住宅に居住している方（住宅を所有している方または賃貸住
宅の借主など）

対 　 　 象 県内の住宅に存する家財（ただし、1戸の住宅に存する家財につき1加入）

対 象 災 害 台風、地震、落雷等すべての自然災害

被災の判定 市町が実施する住家の被害認定（り災証明書）によります。

共済負担金 　年額1,500円（現行の住宅再建共済制度へ加入済の方または同時
加入の場合は年1,000円）

共済給付金

原則として、被災住宅に存する家財を補修または購入した場合に給付します。
　 区 　 分 　 給付額
全 壊 50万円
大 規 模 半 壊 35万円
半 壊 25万円
床 上 浸 水 15万円

※履行確約書を提出していただい
た場合は、り災証明書発行時に
全額給付できます。

兵庫県住宅再建共済制度

フェニックス共済
給付金 給付対象 給付額

再 建 等
給 付 金

　全壊・大規模半壊・半壊で
建替・再建 600万円

補 修
給 付 金

全壊で補修 200万円
大規模半壊で補修 100万円
半壊で補修 50万円

居住確保
給 付 金

　全壊・大規模半壊・半壊で
補修をせず賃貸住宅に入居
した場合など

10万円

給付金 給付対象 給付額

再 建 等
給 付 金

　全壊・大規模半壊・
半壊で建替・再建

300万円
×新たなマンション戸数

（加入時の戸数を上限）

補 修
給 付 金

全壊で補修 100万円
×加入時の戸数

大規模半壊で補修 50万円
×加入時の戸数

半壊で補修 25万円
×加入時の戸数

フェニックス共済

（注） 1 県外で再建・購入の場合は給付額は1/2
　　 2 賃貸住宅などは、県内での再建などに給付し、居住確保給付金
　　　 は給付対象となりません。

住宅所有者
加 入
共済負担金
年額5,000円／戸

（月額500円（上限
5,000円））

マンション
管理組合加入

共済負担金
年額2,400円／戸

（月額200円／戸）

自然災害

自然災害

フェニックスサポーター
はばタン

月日 担当医師

8 
月

８日
（日）

國屋正史
（養父市）

22日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

29日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届
と　

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

　

状
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方（
所
得

制
限
に
よ
り
支
給
停
止
の
方
を
含

む
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
況
届
・
所
得

状
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

該
当
者
に
は
提
出
期
間
ま
で
に

必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
届
け

に
よ
り
、
8

月
分
以
降
の

受
給
資
格
を

確
認
し
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
8
月
分
以
降

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。

▽
提
出
期
間　

8
月
11
日（
水
）〜

23
日（
月
）

▽
提
出
先　

社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

◆
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い
18

歳
未
満
の
児
童（
20
歳
未
満
で
心
身

に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童

を
含
む
）を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
父
子
家
庭
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
は
8
月
1
日
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神

に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
が
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

・
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24
－
7
0
3
1

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3

▽
参
加
申
込
期
間　
8
月
3
日（
火
）

午
後
1
時
〜
18
日（
水
）午
後
11
時

▽
競
り
売
り
期
間　
8
月
24
日（
火
）

午
後
1
時
〜
26
日（
木
）午
後
11
時

▽
代
金
納
付
期
限　
9
月
7
日（
火
）

午
後
3
時

▽
公
売
物
件　

自
動
車
、
掛
軸
な

ど
20
点（
予
定
）

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す（
8

月
3
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_

　
　
　
　
　
　
　

city

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、
20
歳

以
上
の
方

で
あ
れ
ば

原
則
ど
な

た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
公
売
保
証
金

の
納
付
が
必
要
で
す（
公
売
保
証

金
不
要
物
件
を
除
く
）。

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toyooka.

　
　
　

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス

テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　
　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp/

　

新
庁
舎
建
設
の
た
め
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
共
生
部（
農
林
水
産
課
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
課
・
農
業
共
済
課
）、

都
市
整
備
部（
建
設
課
、都
市
整
備

課
、
建
築
住
宅
課
）、教
育
委
員
会

（
教
育
総
務
課
、
こ
ど
も
教
育
課
、

こ
ど
も
育
成
課
、
こ
ど
も
企
画
課
、

生
涯
学
習
課
、
文
化
振
興
課
、
ス

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
、都
市
整
備
部
、

教
育
委
員
会
、農
業
委
員
会
な
ど
が

8
月
下
旬
に
移
転
し
ま
す

ポ
ー
ツ
振

興
課
）、農

業
委
員
会
、

土
地
改
良

協
議
会
が
、

豊
岡
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
内（
城
南
町
）へ
、

8
月
下
旬
に
移
転
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
8
月
10
日
発
行
の
市

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
6

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

落
札
し
た
物
件

は
返
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
事
前

に
よ
く
見
て
参

加
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

8
月
7
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎　

1
階

※
自
動
車
な
ど
一
部
の
公
売
物
件

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。

下
見
を
希
望
の
方
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公
売

担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
放
置（
不
法
係
留
）

は
、
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
、
災
害
時
に

流
出
す
る
と
大
事
故

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
利
用
す

る
方
は
、

・
登
録
し
、検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
適
正
な
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安

全
に
航
行
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土

木
事
務
所
管
理
課

　

☎
26
－
3
7
4
2

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

（
レ
ジ
ャ
ー
用
ボ
ー
ト
）は
ル
ー
ル

を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う



広報とよおか　2010.7.2535
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を　
　

 

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
建
物
火
災
に
よ
り
全
国

で
千
人
を
超
え
る
方
が
亡
く
な
り
、

そ
の
死
亡
原
因
の
多
く
は
、
火
災

発
見
の
遅
れ
と
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
死

亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
す
べ
て
の

住
宅
に
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
設
置
す
る
こ
と
が
火
災
予
防
条

例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

命
と
わ
が
家
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

▽
設
置
す
る
場
所　

・
す
べ
て
の
寝
室

・
火
災
の
煙
が
集
ま
り
や
す
い
階

段
上
部
の
天
井
ま
た
は
天
井
に

近
い
壁
面

▽
設
置
す
る
警
報
器　

火
災
の
煙

を
感
知
す
る「
煙
式
の
感
知
器
」

（
煙
や
湯
気
の
出
や
す
い
台
所
な

ど
に
は「
熱
式
の
感
知
器
」）

※
N
S
マ
ー
ク（
日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
合
格
マ
ー
ク
）付
き
の

も
の
を
購
入
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
豊
岡
市
消
防
本
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
警
報
器
取
扱
先　

消
防
用
品
取

　

学
校
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

支
援
を
受
け
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

学
校
が
必
要
と
す
る
支
援
を
把
握

し
、地
域
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
発
掘
、
紹
介
す
る
調
整
役
と

し
て
、昨
年
度
配
置
し
た
20
の
小
・

中
学
校
に
加
え
、
今
年
度
新
た
に

9
校
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

29
人
の
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を 

紹
介
し
ま
す

扱
店
、
電
気
工
事
店
、
電
器
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
自
分
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

☎
24
－
1
1
1
9

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.lg.jp/

　

今
後
、さ
ら
に
地
域
ぐ
る
み
の
学

校
支
援
が
活
発
化
し
、学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
が
広
が
る
よ

う
“
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
と
き

に
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、皆
さ
ん
の
温

か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯

学
習
課
内
）☎
23
－
0
3
4
1

夏
の
ご
み
対
策

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
ご
み
に
関
す
る
質
問
の
う
ち
、

夏
に
多
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
完
全
に
解
決
で
き
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
実
践
さ
れ
、
大
き
な
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
併
せ
、

今
後
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
の
に
お
い
や
汚
水
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
策
は

　

生
ご
み
の
徹
底
し
た
水
切
り
が

効
果
的
で
す
。
夏
は
1
年
の
中
で

最
も
生
ご
み
が
出
る
時
期
で
す
。

ご
み
の
減
量
と
衛
生
対
策
の
た
め

に
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

　
　

カ
ラ
ス
な
ど
の
被
害
対
策
は

　

露
天
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

も
、
防
止
ネ
ッ
ト
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
大
幅

に
カ
ラ
ス
な
ど
の
被
害
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4　

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

7
月
1
日
付
で
、川
﨑

幹
夫
さ
ん（
出
石
地
域
）

が
新
し
く
人
権
擁
護
委

員
に
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他

の
16
人
の
委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん

の
人
権
問
題（
差
別
、嫌
が
ら
せ
、

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
）に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
に
対
す
る
長
年
に
わ

た
る
活
躍
と
功
績
に
よ
り
吉
岡
敏と

し

幸ゆ
き

さ
ん（
6
月
30
日
付
退
任
・
出
石

地
域
）に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
6

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た

学　校 氏　名 学　校 氏　名 学　校 氏　名 学　校 氏　名
豊岡小学校 井戸ゆかり 八条小学校 河本　　聰

さとし 三江小学校 中貝　正巳 新田小学校 堀名　喜
よし

郎
ろう

奈佐小学校 本田　悦子 港東小学校 中井　美幸 港西小学校 岡﨑　典子 神美小学校 百合早緒利
竹野小学校 鷹野真佐子 中竹野小学校 木瀬　堯

た か み

后 竹野南小学校 達富　鶴己 八代小学校 三好　幸
さち

枝
え

日高小学校 高階　正夫 静修小学校 上嶋　　勇 三方小学校 吉田　順一 西気小学校 高田　壽
とし

昭
あき

弘道小学校 小松　和巳 福住小学校 雀
ささ

部
べ

　真理 寺坂小学校 金子須美子 小坂小学校 堀口　　實
みのる

小野小学校 吉田　準一 合橋小学校 森友　まみ 高橋小学校 石坪奈奈美 資母小学校 渡邉　政仁
豊岡南中学校 紀氏　隆宏 城崎中学校 田中　照晃  森本中学校 杉本　　章 日高西中学校 木下　なつ
但東中学校 大石　義博 （敬称略）



≪図書整理日変更について≫
８月の整理日は30日（月）ではなく、27日（金）とします。
夏休みの最後に連続休館とならないための措置ですので、注意ください。

花火の本
＜ 一 般 ＞

花火
NHK美の壷制作委員会

（日本放送出版協会）

　日本が誇る文化であり、豪快さと
繊細さを併せ持つ芸術でもある花火
の真髄に迫る。

＜ じ ど う ＞
たがや
川端　誠著（クレヨンハウス）

　花火見物に出掛けたたが屋さん一家。
　ところが見物客でいっぱいの両国
橋の上で奥さんが産気づいてしまい
大騒動に…。落語絵本シリーズから。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

8月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

8月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名・対象
1 日
2 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（２回目）　児
3 火 （休館日）

4 水 10：30～
本館 いっしょにおはなし会　幼
竹野 点子ちゃんの点字教室（１回目）　児 般
出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

5 木 10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室（１回目）　児
13：30～ 本館 手作り絵本教室（２回目）　児

6 金 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼
11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

7 土
10：00～ 本館 リサイクルブックフェア　般

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！
　「りゅうぐう城へいらっしゃ～い」　幼 児

8 日
9 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（３回目）　児

10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

竹野 点子ちゃんの点字教室（２回目）　児 般

12 木
10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室（２回目）　児

13：30～
本館 手作り絵本教室（３回目）　児

但東 夏休み子ども工作　児
大人も夏休み工作　般

13 金
14 土 10：30～ 城崎 おはなしのこべや　幼 児
15 日
16 月 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（４回目）
17 火 （休館日）
18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
19 木
20 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

13：30～ 本館 手作り絵本教室（４回目）　児
21 土 10：30～ 竹野 おはなし玉手箱　幼 児
22 日 13：30～ 本館 ひまわり映画会　児
23 月
24 火 （休館日）
25 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

15：00～ 但東 切り紙Art　般
26 木 13：30～ 本館 手作り絵本教室（５回目）　児
27 金 （休館日）

28 土
竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
出石 おはなし会　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児
29 日 10：30～ 日高 おはなし会　幼 児
30 月
31 火 （休館日）
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8月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

お母さんの手作り広場Ⅱ
日　時 ９月９日（木）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着10人
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
持ち物 牛乳パック（1ℓサイズ20本）、ボンド、布、ハサミ、布ガムテープ
申込期間 23日（月）～９月８日（水）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び
日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、折り紙製作｢カブトムシ｣

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ２日（月）、27日（金）午前11時～

おやこふれあいたいむ 23日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれ

あいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

すくすくまつり（みんな大集合‼）
日　時 27日（金）午後５時～６時30分
対　象 乳幼児（保育園・幼稚園含む）、小学生と保護者
内　容 200円チケットで、たこ焼き、カキ氷などが楽しめる。

絵本の読み聞かせ
日　時 26日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 12日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び”
日　時 28日（土）午前１0時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
申込期間 16日（月）～27日（金）

パパと遊ぼうデー
日　時 21日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 １日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

段ボール遊び（児童館合同）
日　時 ４日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者

内　容 幼稚園児・小学生と一緒に段ボール箱でお家を
作ったり、電車ごっこで遊びます。

親子で絵本に親しもう
日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、絵本の紹介など

フィンガーペイント
日　時 ６日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 無害な指絵の具を使った自由画遊び
持ち物 着替え、タオル、お茶

おやこっこ水遊び
日　時 ９日（月）午後1時30分～3時
場　所 アイティ7階　スカイドーム
対　象 乳幼児と保護者
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び）
持ち物
な　ど

水着、ビーチサンダル、帽子、着替え、バスタオル、お茶
※保護者も水遊び可能な服装、前日までに申込み

おやこっこ運動遊び
日　時 ９月10日（金）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
申込期間 23日（月）～９月８日（水）

色水遊び
日　時 ３日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 安全な色水を作って遊ぼう

児童交流会
日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 小学生と一緒におもちゃ作り

おはなし広場
日　時 ７日（土）、14日（土）、21日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 26日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

子育てミニ講話＆母親交流
日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と母親、妊婦

内　容 保健師の話｢こどもの言葉、どんなふうに増えていく？｣
乳幼児の身体計測・妊婦の血圧測定・友達つくり・育児相談など

わらべうた＆製作
日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、製作「アンパンマンシリーズ」：ドキンちゃん
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水上）

☎52−6222  FAX 53−2131

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　９月18日（土）
　　開演18：30（開場18：00）
◇入 場 料　全席指定　Ａ席5,000円、Ｂ席4,500円、
　　　　　　桟敷席8,000円（当日券は各500円増）
※未就学児は、入場できません。
◇チケット発売日
　友の会　発売中　一般　７月28日（水）〜
　（各プレイガイドでも購入できます）

■秋川雅史コンサート
　｢千の風になって｣ を代表曲
に持つ、人気テノール歌手。イ
タリア留学で培った感性と歌唱
力で、歌の魅力を伝えます。

　８月７日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円
　　　　　高校生以下無料
　　　　　（友の会は300円引き）
◇チケット発売中

■第８回 アカペリンピックｉｎとよおか

　９月20日（月・祝）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定　7,000円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就
　　　　　学未満）を希望の方は

９月13日（月）までに申し込みください。
※未就学児は、入場できません。
◇チケット発売日
　（各プレイガイドでも購入できます）

■沢田研二2010ライブ
　秋の大運動会･涙色の空

　８月28日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　市民プラザ沖縄文化研究会
◇内　容　“真夏の沖縄”めんそーれ
◇曲　目　月の美しや島々清しや、満月の夕べ、　

　　　　二見情話ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第71回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　８月７日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　８日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下 無料（ただし、無料入場券が
　　　　　必要）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、７月28日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■『祈り-1945』平和を願う朗読劇･豊岡2010
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の
記録から、手記や詩歌を構成し
たオリジナル台本で上演する朗
読劇です。市民公募の実行委員
会が制作から朗読までを手が
け、市民の平和を願うメッセー
ジも展示します。

　８月１日（日）〜16日（月）（火曜日は休館）
　　９：00〜22：00（最終日は17：00まで）
◇場　所　交流サロン　◇入場料　無料

■「ヒロシマ･ナガサキ原爆写真展」
　（広島平和記念資料館提供）

■｢おいで、おいで　観においで！｣
　（神戸大学児童文化研究会豊岡公演）
　８月18日（水）
　　10：30〜11：30　児童劇「みんなの広場」
◇場　所　ほっとステージ
◇対　象　１歳半〜就学未満と保護者
◇入場料　無料（入場整理券が必要）
　　　　※入場整理券は、上記のチケット販売所の

ほか各子育てセンターで配布します。
◇問合せ　豊岡市民プラザ☎24-3000
　　　　　子育て総合センター☎24-4604

　９月12日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※友の会割引特典は利用いただ 

けません。
◇チケット発売中

■シネマパラダイス　秋の映画鑑賞会
　｢おとうと」

　８月21日（土）　開演13：00 高校生バンドバトル
　　　22日（日）　開演13：00 ハイスペース：アラ
　            　　　　イブ（ロックフェスティバル）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　無料

■但馬 R
レ イ ジ ン グ

aising R
ロ ッ ク

ock F
フェスティバル

estival 2010
　これまでの ｢高校生バンドバトル｣ と ｢ロックフェ
スティバル｣を統合して、２日間通しの音楽イベン
トを開催します。
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平成22年７月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

8月の主な行事
AUGUST

平成22年

₁₆（月）
₁₇（火）
₁₈（水）｢おいで、おいで、観においで！｣（10：30～豊岡市民プラザ）

児童交流会（10：30～城崎子育てセンター）
わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）

₁₉（木）アートスクール｢音響～音響実践･実習｣（19：00～豊岡市民プラザ）

₂₀（金）アートスクール｢音響～音響実践･実習｣（19：00～豊岡市民プラザ）

₂₁（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）パパと遊ぼうデー（10：30～竹野子育てセンター）
但馬R

レ イ ジ ン グ

aising R
ロ ッ ク

ock F
フェスティバル

estival 2010～高校
生バンドバトル（13：00～豊岡市民プラザ） 

₂₂（日）但馬Rレ イ ジ ン グaising R
ロ ッ ク

ock F
フェスティバル

estival 2010～ロック
フェスティバル（13：00～豊岡市民プラザ）

₂₃（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₄（火）
₂₅（水）親子で絵本に親しもう（10：30～出石子育てセンター）
₂₆（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）絵本の読み聞かせ

（10：30～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話＆母親交流会

（10：30～日高子育てセンター）
城崎灯

とう

籠
ろう

流し（18：00～城崎温泉街）

₂₇（金）すくすくまつり（10：00～竹野子育てセンター）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₈（土）第71回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₉（日）第31回兵庫神鍋高原マラソン全国大会（8：20～県立但馬ドーム）

₃₀（月）
₃₁（火）

₁（日）第50回企画展｢大地の鼓動～モンゴルの大自然と動物たち～｣（日本･モンゴル民族博物館、～31日）
第20回企画展｢山陰海岸ジオパーク−但馬の
大地と人々−｣（但馬国府・国分寺館、～31日）
｢ヒロシマ・ナガサキ原爆写真展｣

（9：00～豊岡市民プラザ、～16日）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！（10：30～日高子育てセンター）
柳まつり（豊岡駅通りほか、～2日）
神鍋火山まつり（18：00～神鍋山周辺）

₂（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）
₃（火）色水遊び（10：00～竹野子育てセンター）
₄（水）絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び（10：30～但東子育てセンター）

城崎温泉ふるさと祭り（18：00～城崎温泉街）

₅（木）
₆（金）フィンガーペイント（10：30～城崎子育てセンター）

₇（土）｢郷土の日本画家　加藤美み代よ三ぞう展｣
（9：30～じばさん但馬、～9日）

おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
第８回アカペリンピックinとよおか

（18：00～市民会館）
『祈り−1945』平和を願う朗読劇･豊岡2010

（19：00～豊岡市民プラザ）

₈（日）『祈り−1945』平和を願う朗読劇･豊岡2010（14：00～豊岡市民プラザ）

₉（月）おやこっこ水遊び（13：30～豊岡市民プラザ）
₁₀（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）
₁₁（水）親子ふれあい遊び（10：30～但東子育てセンター）
₁₂（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）

₁₃（金）
₁₄（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
₁₅（日）田んぼの学校（9：30～コウノトリ文化館周辺）
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合　計 男　性 女　性 世帯数
89,161人（－50人） 42,647人（－19人） 46,514人（－31人） 32,328世帯（＋23世帯）
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　史跡名勝天然記念物のうち、史跡として指定されているものは国指定２件、県指定６件、および市指
定30件です。歴史上の事件に関係ある場所で、城や城跡、古墳、貝塚、あるいは旧宅などのうち、特に学
術的価値の高いものが指定されています。今回は、国指定史跡について紹介します。術的価値の高いものが指定されています。今回は、国指定史跡について紹介します。術的価値の高いものが指定されています。今回は、国指定史跡について紹介します。術的価値の高いものが指定されています。今回は、国指定史跡について紹介します。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

但馬国分寺跡
日高町国分寺

山名氏城跡（此
こ の

隅
す み

山
や ま

城
じょう

跡）
出石町袴狭ほか

山名氏城跡（有
あ り

子
こ

山
や ま

城
じょう

跡）
出石町内町ほか
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「史跡名勝天然記念物（史跡１）」

【お詫びと訂正】

・詔

・伽藍

・六分一殿

・郭・曲輪

語句の解説

　但馬国分寺跡は「但馬国府・国分寺館」に、山名氏
城跡は「いずし古代学習館」に展示や解説がありま
す。詳細は、こちらをお訪ねください。


